
Title グラーティアーヌス教令集の consuetudo in scriptis redacta

Author(s) 小川, 浩三; OGAWA, Kozo

Citation 北大法学論集, 41(5-6), 187-216

Issue Date 1991-10-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/16799

Type departmental bulletin paper

File Information 41(5-6)_p187-216.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



一

論

説

一

一グ
ラ
l
テ
ィ
ア
l
ヌ
ス
教
令
集
の

。。ロ∞己巾
.
P
H

色。
H
H
M
 

∞
の
吋
回
目
)
件
岡
山
山

吋
角
川
弘
山
口
A
U
m凶

I
 
l
 
--la' 

浩の
定
義
「
民
族
の

長
期
に
わ
た
る
習
い
に
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っ
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導
入
さ
れ
た
不
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の
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(
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義
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あ
た
っ
て
、

ま
ず
、

ア
ゾ
l

(lHNNC) 

北法41(5-6・187)2233

す
る
。
こ
の
定
義
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対
し
て
、
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、
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l
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寸
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
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l

で
あ
る
こ
と

〔
本
質
〕
に
つ
い
て
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と
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と
を
挙
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い
る

(
庄
三
円
心
ロ
O
己

印

Q
苛

E
E
ロ
。
コ
印
{
丹
色
。
何
回
印
巾
門
。
ロ
印

5
E門
出
口
一
回
)
」
が



説

ゆ
え
に
批
判
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
ロ
-
H
n
・
印
の
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
は
、
習
い

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
あ
る
種
の
法
で
あ
っ
て
、
法
律
が
な
い
場
合
に
法
律
に
代
わ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
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仏
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巾
肉
め
印
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笠
宮
門
w

。
ロ
自
己
丘
片
山
二
日
)
」
と
い
う
定
義
を
良
し
と
す
る
。
次
い
で
、

「
不
文
で
あ
る
」
こ
と
が
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
で
あ
る
こ
と
(
本
質
)
」
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
寸
法
律
と
コ

ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
が
異
な
る
の
は
、
黙
示
の
も
の
と
明
示
の
も
の
と
し
て
で
あ
っ
て
、
書
か
れ
た
も
の
と
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
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論

て
で
は
な
い
さ
ら
に
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
「
封
建
慣
行
は
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
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ー
で
は
あ
る
が
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文
書
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
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と
い
う
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
別
稿
で
見
た

述
べ
、

よ
う
に
、
こ
の
「
文
書
に
編
纂
す
る
(
山
口
回
日
目
立
2
2佳
m
o
E
)
」
と
い
う
語
句
は
、
ア
ゾ
ー
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
よ
る
法
律
の
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
特
徴
的
な
こ
と
に
、
こ
の
語
句
を
用
い
る
際
に
、
ア
ゾ
!
は
ロ

l
マ
法
源
を
何
も
引
い
て
い
な
い
。
こ
の
語
句
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、
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れ
か
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検
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ラ
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う
形
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ら
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、
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影
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の
下
に
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
、
影
響
史
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア
1
ヌ
ス
教
令
集
に
内
在
的
に
、
「
文
書
に
編
纂
さ
れ
た
コ
ン
ス
エ

ト
ゥ

l
ド
l
L
を
検
討
し
た
い
。
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ス
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語
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」
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巻
三
章
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
り
-
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・
日
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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と
は
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っ
て
習
わ
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に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
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律
、
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
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法
律
に
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わ

る
も
の
と
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め
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
書
に
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づ
く
か
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
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づ
く
か
に
は
違
い
が
な
い
。
法
律
も
ま
た
ラ
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す
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だ
か
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あ
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こ
で
最
後
の
文
章
の
の
O
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弘
田
片
山
門
の
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
付
言
の
中
で
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
は
次
の
よ
う
に
補
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
寸
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
が
文
書
に
基
づ
く
か
、
ラ
テ
ィ
オ
に
基
づ
く
か
に
は
違
い
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、

そ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
が
文
書
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
単
に
用
い

る
人
々
の
習
わ
し
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
書
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
は
、
制
定
法
な
い
し
法
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と
呼
ば
れ
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い
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文
書
に
編
纂
さ
れ
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ェ
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グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
、
問
題
の
主
語
を

8
5
c
z邑
o
と
補
い
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
、
「
文
書
に
編
纂
さ
れ
た

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
」
と
い
う
概
念
を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
主
語
の
補
充
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、

そ
も
そ
も
こ
の
補
充
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
検
討
し
て
見
ょ
う
。

イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
寸
語
源
論
」
五
巻
三
章
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

法
は
、
類
の
名
称
で
あ
り
、
法
律
は
法
の
種
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
(
吉
田
)
と
い
わ
れ
る
の
は
、
正
(
日
5
E
B
)だ
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
す
べ
て
の
法
は
、
法
律
お
よ
び
習
わ
し
〔
慣
習
法
〕
か
ら
成
り
立
つ
。
法
律
と
は
、
書
か
れ
た
制
定
法
で
あ
る
。
習
わ
し
〔
慣

習
法
〕
は
、
古
さ
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
、
あ
る
い
は
書
か
れ
て
い
な
い
法
律
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
(
]
ぬ
と

と
呼
ば
れ
る
の
は
読
む

(
F
m
q
o
)
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
は
、
書
か
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
習
わ
し

〔
慣
習
法
〕

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、 は
、
長
期
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
で
あ
っ
て
、
習
わ
し
〔
道
徳
〕
に
つ
い
て
同
程
度
に
長
く
持
続

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
!
と
は
、
法
で
あ
っ
て
習
わ
し
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
法
律
が

欠
け
て
い
る
と
き
は
、
法
律
に
代
わ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
書
に
基
づ
く
か
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
基
づ
く
か
に
は
違
い
が
な

い
。
法
律
も
ま
た
ラ
テ
ィ
オ

1
が
推
奨
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
法
律
が
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ

テ
ィ
オ

l
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
そ
れ
だ
け
で
法
律
と
な
る
。
少
な
く
と
も
、
信
何
に
合
致
す
る
も
の
、
教
え
に
適

合
す
る
も
の
、
平
安
を
増
進
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
。
他
方
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
い
わ
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
、
共
通
に
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
文
章
か
ら
す
れ
ば
、

gロ
印
{
印
片
山
門
の
主
語
は
、

E
m
だ
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
針
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、

gu内

と

E
片
山
。
が
対
比
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
修
辞
学
で
は
、
「
書
か
れ
た
も
の
(
印
Q
ザ

E
B
)し

と
ラ
テ
ィ
ォ
ー
が
対
比
さ
れ
て
お
り
、
イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
も
、
「
争
点

(mE吉田

S
E
R
C
E
)
」
と
し
て
、
ラ
テ
イ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス

(
E円吉ロ
ωロ∞)

な
も
の
と
レ
ガ

l
リ
ス

(-ommロ
印
)
な
も
の
と
を
対
比
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

E
印
法
H
正
を
書
か
れ
た
も
の
か
ら
証
明
す

る
か
、

そ
れ
と
も
、
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
か
ら
推
論
に
よ
っ
て
証
明
す
る
か
に
は
違
い
は
な
い
、

と
解
釈
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

問
題
の
文
章
は
、
イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
か
ら
さ
ら
に
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
の
「
兵
士
の
花
冠
に
つ
い
て

(
0
0
8
5む
)
」
に
遡
る
。
事
件

は
、
皇
帝
の
下
賜
金

(}gos--E印
-B宮
B
E
E
E
)
の
受
領
に
際
し
て
、
志
操
堅
固
な
キ
リ
ス
ト
教
従
の
一
兵
士
が
、
花
冠
を
着
け
ず
に

現
わ
れ
、
そ
の
理
由
を
間
わ
れ
て
、
寸
キ
リ
ス
ト
教
従
だ
か
ら
L

と
答
え
た
た
め
に
、
投
獄
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
針
。
こ
れ
に
対
す
る

カ
ト
リ
ッ
ク
の
評
価
が
否
定
的
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
兵
士
を
擁
護
し
て
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
1
ヌ
ス
は
論
障
を
張
っ
か
)
。
そ
こ
で
の
争
点

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
花
冠
が
禁
止
さ
れ
る
典
拠
が
あ
る
か
、
聖
書

2
2
6
E
E
)
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
と
い

~U去4 1(5-6 ・ 19 1)2237 

の
一
つ
は
、

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
の
答
え
は
、
使
徒
伝
承
(
門

E
門日正
O
)
、
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
!
ド
ー
が
あ
れ
'

ば
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
証
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
丘
町
三
立
宮
山
)
が
、
使
徒
伝
承
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
l



説

に
基
づ
く
こ
と
を
例
証
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

さ
ら
に
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
法
律
が
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
そ
れ
だ
け
で
、
誰

北法41(5-6・192)2238

主ム
日間

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド

l
は
、
法
的
事
柄
に
お
い
て
も
、
法
律
が
欠
け
て
い
る
時
は
、
法
律
に
代
わ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、

文
書
に
基
づ
く
か
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
基
づ
く
か
に
は
違
い
が
な
い
、
法
律
も
ま
た
ラ
テ
ィ
オ

1
が
推
奨
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

が
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
法
律
と
な
る
。
あ
な
た
は
、
す
べ
て
の
信
者
に
、
認
識
し
、
定
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
な

い
の
か
。
少
な
く
と
も
、
神
に
合
致
す
る
も
の
、
教
え
に
適
合
す
る
も
の
、
平
安
を
増
進
す
る
も
の
を
。
主
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
『
あ
な
た
方
が
正
し
い
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
、
な
ぜ
あ
な
た
方
自
身
に
よ
っ
て
も
判
定
さ
れ
な
い
の
で
す
か
』
(
ル
カ

(
回
)

一
二
・
五
七
〕
と
。

円
。
ロ
∞

5
E門
甘
さ

Z
E
2
E
E
E
巳
J

誌
に

σ
5
5
σ
5
℃円。

-mmぬ
印
己
印
の
志
一
吉
吋
唱

2
5
門
町
民
丘
二
白
内

wロ
ゅ
の
門
出
町
内

g
F
m
q
-
u
E
E
ω
ロ

z
t
0
5
8ロ
巴
凹
百
件

w
D
C
m
w
E
0
2
-
o
m
m
E
E
t
o
n。
5
5
2骨
ゲ
句
。
コ

O
凹
ご
丘
一
。

5
-
2
2ロ∞
E
?
-
R
2芹

0
5
5
2
5
門主

O円四

E
巴
Oロ
ぬ
の
。
ロ
的
色

Z
ユ
片
山
内

HCOの
己
ロ
心
己
巾
℃
円
。
門
吉

2
z
B
〉

ロ

Oロ
℃
己
防
印
。

B
D門
出
門
田

m込
山

口

2
5
n
oロ
n
q
o
z
m誌
の
。
ロ
印
巴

E
q
m
y

E
B
E
M
R
ρ
5己
母
。

noロ
mEω
ゲ
門
戸
口
。
己
色
町
田
の
目
立
宮
山
内

g
E
C
Sグ
官
。
己

Z
E円
円
買
え
E

F
庄
の

B
Z
号
E
E
Q
2司
き
耳
目

口。ロ

2
m
g
σ
町
一
宮
一
∞

AEC仏
吉
田

E
E
E門
出
。
丘
町
田
可

書
か
れ
た
法
律
が
欠
け
る
場
合
に
は
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
が
考
慮
さ
る
べ
き
と
い
う
、

ユ
l
リ
ア

l
ヌ
ス
ロ
-

H

・
ω
・
ぉ
・
宮
ー
と
ほ

ぽ
同
旨
の
こ
の
文
章
か
ら
も
、

そ
し
て
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
が
直
面
し
て
い
た
問
題
か
ら
も
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド

l
が
書
か
れ
て
い

な
い
も
の
を
論
拠
と
す
る
推
論
・
論
証
に
関
係
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



以
上
の
検
討
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
の
ロ

R
門出向。ユ

ωロ∞
2
S
E
E
-
mロ
g
t。
ロ
ゅ
の
O

ロ
回
一
印
百
円
で
の
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

1
ヌ
ス
の
の
。
ロ
印
目
印
片
山
門

の
主
語
の
補
充
は
、
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
か
か
る
間
違
い
が
生
じ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア
l
ヌ
ス

も
中
世
の
学
者
で
あ
り
、
当
然
修
辞
学
の
素
養
を
も
っ
て
い
た
と
す
れ
倍
、
な
ぜ
あ
え
て
か
か
る
読
み
換
え
を
行
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

グラーティアーヌス教令集のconsuetudoin scriptis redacta 

ま
ず
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア
!
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
と
は
何
な
の
か
を
、
そ
の
対
立
物
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。
「
文
書
に
編

纂
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
用
い
る
人
々
の
習
わ
し
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
し
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
i
(狭
義
)
の
対
立
物
は
、
寸
文
書
に

編
纂
さ
れ
た
」
も
の
と
し
て
の
制
定
法

(
2
5
t
E巴
。
)
な
い
し
法

(
E印)〔
H
法
律
(
ぽ
凶
)
〕
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
両
者
を
あ
わ
せ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
(広
義
)

の
対
立
物
は
何
か
。
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

1
ヌ
ス
は
、
同
)
・
ω
の
閏
目
頭
に
、
自
然
法
(
吉
田

と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
の
差
異
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
す
る

口
出
門
戸
H
吋
釦
]
巾
)

(ロ・印門司山吋印一・)。

竺
・
自
然
法

(
-
5
5
E
E
Z
)
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
中
で
首
位
(
匂
ユ
自
己
己
E
)
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
時
間
の
面
か

ら
も
効
力
(
佳
m
E
E印
)

の
面
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
、

理
性
を
も
っ
た
被
造
物
(
日
巳
O
ロ
丘
町

2
2
E
E
)
の
誕

生
か
ら
始
ま
っ
て
、
時
と
と
も
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
不
変
の
も
の

(
E
E
E与
宏
)
と
し
て
永
続
し
て
い
る
(
℃

2
5
2
2
0
)
カミ

ら

で
あ
る
。
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ご
・
し
か
し
、
自
然
法
は
律
法

(-2)
お
よ
び
福
音
に
ま
と
め
ら
れ
た

(
2
5℃
5
7
0ロ
印
己
目
。
留
め
)
と
上
で
(
己
目
立

-
m
E
o
ロ・

H
n

さ
ら
に
、
律
法
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
す
る
こ
と
が
今
や
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
自

然
法
は
不
変
の
も
の
と
し
て
永
続
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
律
法
に
は
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
、
『
女
は
、
男
児
を
出
産
し
た
時

同
〕
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

は
四

0
日
間
、
女
児
を
出
産
し
た
時
は
八

0
日
間
、
聖
所

(
Z
5
1
c
E
)
に
入
る
こ
と
を
止
む
べ
き
で
あ
る
』
〔
レ
ヴ
ィ
一
二
・
五
〕
、



説

と
。
し
か
し
、
今
で
は
、
出
産
後
た
だ
ち
に
教
会
に
入
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
同
じ
く
、
月
経
に
苦
し
む
女
は
、
律
法
に

北法41(5-6・194)2240

呈dλ
長岡

よ
り
汚
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
た
〔
レ
ヴ
ィ
一
五
・
二

O
Y
し
か
し
、
今
で
は
、
教
会
に
入
る
こ
と
も
、
聖
餐
式
に
参
加
す
る
こ

と
も
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
出
産
し
た
女
、
誕
生
し
た
子
が
出
産
後
た
だ
ち
に
洗
礼
を
受
け
る
の
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
と
同
様
に
。

旧
約
の
律
法
に
は
自
然
法
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
律
法
で
禁
止
さ
れ
た
こ
と
、
た
と
え
ば
女
性
の
血
の
汚
れ
に
よ
る
聖
所
へ

(
四
)

の
立
入
り
禁
止
が
、
現
在
は
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
不
変

ω自
然
法
と
い
う
観
念
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
こ
こ
で

の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
の
解
決
は
、

g
E
・匂。
a
u
・。。・
ω
で
提
示
さ
れ
る
。

以
上
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
る
。
律
法
と
福
音
に
自
然
法
は
含
ま
れ
て
い
る

(
g
E
E耳
目
)
。
し
か
し
、
律
法
と
福
音

に
見
出
さ
れ
る
こ
と
す
べ
て
が
自
然
法
に
一
致
す
る
と
証
し
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
律
法
に
は
、
道
徳
的
な
も
の

た
と
え
ば
、
『
汝
、
殺
す
な
か
れ
』
等
々
と
、
秘
儀
に
関
す
る
も
の
(
白
一
色
の
白
)
、
す
な
わ
ち
、
犠
牲
に
関
す
る
命
令
な

(BOB--m)
、

ど
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
道
徳
的
命
令
は
、
自
然
法
を
目
標
と
す
る
な
宮
の
仲
間
巾
)
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

な
ん
ら
の
変
更
の

余
地
も
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秘
儀
に
関
す
る
命
令
は
、
そ
の
表
面
(
印
ロ
u
mえ
庄
内
印
)
を
見
れ
ば
、

自
然
法
と
は
疎
遠
な
も
の
(
山
口

gm乙
で
あ
る
こ
と
は
証
し
さ
れ
て
お
り
、
道
徳
を
理
解
し
た
も
の
(
宮
古
口
認
め
E
U
B
o
s
-
-
m
)
と
し

続
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

集
ま
っ
て
、

て
見
れ
ば
、
自
然
法
と
結
び
つ
い
て
い
る
(
自
ロ
良
ω)
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
面
上
変
化
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
し
か
し
、
そ
れ
が
道
徳
を
理
解
し
た
も
の
だ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
変
化
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
証
し
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
明

-r
し
た
が
っ
て
、
自
然
法
は
、
理
性
を
も
っ
た
被
造
物
か
ら
始
ま
っ
て
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
不
動
の
も
の
で
あ
り

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド

l
の
法
(
円

5

8ロ∞
g
Z島
区
凹
)
は
、
自
然
法
の
後
に
、
人
々
が
一
つ
に

カ
イ
ン
が
国
(
丘
三
片
山
田
)
を
建
て
た
と
読
ま
れ
る

一
所
に
住
み
始
め
る
と
同
時
に
、
出
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

〔
創
世
・
四
・
一
七
〕
時
か
ら
生
じ
た

(
E
n
E
E
)
 
と
信
じ
ら
れ
、
洪
水
と
と
も
に
、
人
々
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
、

ほ
と
ん
ど
消
滅



ニ
ム
ロ
デ
の
時
か
ら
回
復
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
変
更
さ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、
他
の
人
々
を
抑
圧
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
者
た
ち
と
と
も
に
、
彼
自
身
が
始
め
た
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
、

し
た
と
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
ま
も
な
く
、

そ
の
弱
さ
の
ゆ
え
に
、
彼
ら
の
支
配
に
服
従
す
る
者
に
な
り
始
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
に
つ
い
て
聖
書
で
は
、
「
ニ
ム
ロ
デ
は
主
の
前

で
最
初
の
力
あ
る
狩
猟
者
で
あ
っ
た
」
(
創
世
一

0
・
九
)
と
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
人
間
た
ち
の
抑
圧
者
、
抹
殺
者

で
あ
っ
た
。
人
間
た
ち
を
、
塔
を
建
築
す
る
た
め
に
、
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

グラーティアーヌス教令集のconsuetudoin scriptis redacta 

旧
約
に
あ
る
律
法
が
変
更
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
、
旧
約
の
律
法
に
不
変
の
自
然
法
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
の
矛
盾
を
解

決
す
る
た
め
に
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア
l
ヌ
ス
は
、
律
法
の
内
容
と
し
て
、
「
道
徳
に
関
す
る
も
の

(
5
0
3ロ
何
回
)
」
と
寸
秘
儀
に
関
す
る
も
の

(
E
E
-
n釦
)
L

と
い
う
区
分
(
庄
三
回
一
O
)

を
行
う
。
前
者
が
、
自
然
法
に
関
す
る
も
の
、
不
変
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
そ
の
「
表

面
(
閉
口
官
民
主

g)」
と
「
道
徳
を
理
解
し
た
も
の
(
山
口
円
。
]
}
品
。
2
S
E
c
s
-
2ご
と
の
二
側
面
に
分
か
た
れ
、
「
秘
儀
に
関
す
る
も
の
」
が

変
更
を
受
け
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
寸
表
面
し
に
関
し
て
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

J
坦
徳
を
理
解
し
た
も
の
」
で
あ
る
点
で
は
不
変
の
自

然
法
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
そ
の
限
り
で
こ
こ
に
も
自
然
法
が
含
ま
れ
る
、
と
い
う
解
決
が
与
え
ら
れ
討
。

こ
の
自
然
法
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
1
の
法
(
吉
田

8
5
5
z
a昆
凹
)
し
と
「
制
定
法
の
法
(
吉
田

gロ
m
H
X
Z
E
D
-
m
)
」

(
ロ
・
こ
・
司
問
的
)
と
が
あ
り
、
こ
の
最
後
の
も
の
を
、
「
文
書
に
編
纂
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
L
と
捉
え
れ
ば
、
広
義
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

i

ド
ー
が
自
然
法
に
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
広
義
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
は、

で
き
る
。

い
わ
ば
「
人
為
法
L

と
捉
え
る
こ
と
が

北法41(5-6・195)2241

と
こ
ろ
で
、
自
然
法
と
人
為
法
と
の
問
題
に
お
い
て
重
要
な
問
題
は
、

そ
の
効
力
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ

1
テ
ィ
ア
1
ヌ

ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(
ロ
・
∞
ロ
-Hμω
門的・)。

さ
ら
に
、
効
力
(
島
m
E
E印
)
に
お
い
て
自
然
法
は
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
制
定
法
に
端
的
に
優
先
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
習
わ
し



説

に
よ
っ
て
受
げ
入
れ
ら
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
文
書
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
、
何
で
あ
れ
、
自
然
法
に
反
す
る
こ
と
に
な

真
理
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
に
従
ラ
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
者
は
、
あ
る
い
は
、
真
理
の
啓
示
を
受
け
て
い

北法41(5-6・196)2242

れ
ば
、
無
意
味
・
無
効
な
も
の
と
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

三A
U阿曽

そ
し
て
、

そ
の
論
拠
と
し
て
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
ラ
テ
ィ
オ
1
、
真
理
(
〈

q
x
g
)
と
の
関
係
に
関
す
る
、
周
知
の
カ
ノ
ン
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
定
式
を
典
型
的
に
含
む
も
の
と
し
て
、
ロ
・
∞
円
リ
・
。
が
あ
る
。

る
兄
弟
た
ち
を
妬
み
、
悪
意
を
も
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
神
に
対
す
る
恩
知
ら
ず
で
あ
る
、
神
の
霊
に
よ
っ
て
そ
の
教
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
。
な
ぜ
な
ら
、
主
は
福
音
で
「
我
は
真
理
な
り
L

と
い
っ
て
い
る

〔
ヨ
ハ
ネ
・
一
四
・
六
〕

の
で
あ
っ
て
、

「
我
は
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
な
り
」
と
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
理
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

i
ド
l
は
真
理
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
割
礼
を
施
し
て
い
た
ベ
テ
ロ
は
、
真
理
を
述
べ
る
パ
ウ
ロ
に
譲
っ

た
か
ら
で
あ
る
〔
ガ
ラ
テ
・
二
・
七
〕
。
要
す
る
に
、
キ
リ
ス
ト
が
真
理
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
よ
り

も
真
理
を
追
い
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
テ
ィ
オ
!
と
真
理
は
常
に
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
を
廃
棄
す
る
か
ら
で
あ
る
。

自
然
法
を
真
理
と
ラ
テ
ィ
オ
!
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

1
ヌ
ス
、
キ
プ
リ
ア

l
ヌ
ス
、
ア
ウ
グ

l
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
と

い
っ
た
教
父
た
ち
に
よ
っ
て
確
立
し
也
、
真
理
と
ラ
テ
ィ
オ

l
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
!
ド
1
に
優
先
す
る
と
い
う
、
周
知
の
命
題
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
。
で
、
制
定
法
と
自
然
法
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
の
場
合
と
は
違
っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
明
確
な
定
式
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
が
、
通
常
の
場
合
の
よ
う
に
、

E
2
2
2
5
5宮
内
出
口
何
回
、
あ
る

い
は
、

gロ印巴
E
Z
Oロ
2
2
2ロ印己
O
E門出口
g
と
い
う
定
式
で
は
な
く
、
ゎ
。
ロ
印

5
E門
芯
兄
(
〈
ゆ
】

)gロ
丘
一
円
口
氏
。
と
い
う
順
序
で
論
ず
る
こ
と

と
無
関
係
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
論
理
的
に
は
、
自
然
法
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

i
ド
l
の
関
係
を
論
ず
れ
ば
、
制
定
法
は
後
者
の
一
部
で

あ
る
以
上
、
こ
れ
と
自
然
法
と
の
関
係
は
論
ず
る
必
要
が
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
然
法
と
制
定
法
の
優
先
関
係



』ま

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
l
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、

よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

周
知
の
よ
う
に
、
グ
ラ

l
テ
イ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
則

(gロ
。
ロ
)
の
矛
盾
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の

グラーティアーヌス教令集のconsuetudoin scriptis redacta 

場
合
に
、
第
一
位
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
自
然
法
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

そ
も
そ
も
自
然
法
が
な
ぜ
問
題
に
さ
れ

(
1
)
以
下
は
、
当
-
C
F「
冨
〉

zzu
回

R
Z
Z印。ロ

h
S
E
E
R可
円
三
夕
、
同
町
巾
]
ロ
ユ
佳
円
一
回
二
州
市
三
巾
巧
己
目
(
開
門
出
口
σ己吋
m
F
5
8
)
・司
-

M

由吋巾門的・

(
H
p
g
w
T江田七
E
仏
巾
ロ
門
町
一
口
径
巾
宮
正
門
出
巾
〉
唱
団
w円、。ロ仏
O
口
早
∞
c
-
M
)
に
依
拠
し
た
。
な
お
、
拙
稿
「
〉
N
O
巳印

ω己
目
白
血

E
h
H
E
(
二・

完
)
」
本
誌
四

O
巻
三
号
(
一
九
九

O
年
)
八
一
六
頁
注
(
的
)
も
参
照
。

(
2
)
円。ロ印己巾
Z
号
の
用
語
法
に
は
三
通
り
あ
る
と
、
バ
ル
ト
ル
ス
は
述
べ
る

5
0
5
5
2
g
ュ5
包
口
紅

g
E
B
〈

2
5・
河
岳
2
E。
白
色
。
・
〕

ω・
ωN唱
ロ
・
品
'
ー
ー
な
お
、
筆
者
は
一
五
五
五
年
の
リ
ヨ
ン
版
を
用
い
た
)
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
人
な
い
し
動
物
の
「
習
性
(
白
g
g
P
2
E
)
」、

た
と
え
ば
、
常
時
質
入
れ
し
て
金
銭
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
者
の
そ
れ

(
0
・Z
・
叶
・
巴
)
、
盗
人
の
習
性

(
U
E・叶・

2
)
、
あ
る
い
は
、
密
蜂
の

野
性
と
い
う
性
質
(
】

N
'
-
m
-
E
)
、
鳩
な
ど
の
帰
巣
性
(
ロ
・
巴
・
-
印
・
印
)
な
ど
。
第
二
に
、
多
数
の
人
々
の
行
為
(
町
田
n
E
B
℃

-
R
Z
E

B
E
Cロ白
E
E
)
、
す
な
わ
ち
、
慣
行

(
5
5
)
、
習
わ
し
(
目
。
印
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
た
と
え
ば
、
同
種
の
紛
争
で
当
該
市
邦
(
。
召
E
C
S
)
で

通
常
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
わ
∞
・
巴
-
H
)

、
教
会
の
確
立
し
た
準
則
(
内
田
口
。
コ
ロ
ヨ
己
主
三
国
)
(
u
p
-
-
N
・
5
。
第
三
に
、
多
数
の
人
々
の
慣

行
、
習
わ
し
の
結
果
生
ず
る
法

(
-
5
D
5己
5
2
R
R
2
5
C
2
5
2
5
5
立
R
E
S
H
)
R印。口出
E
B
)
、
た
と
え
ば
、
ロ
-Hω
・
巳

-H
の
法

律
(
}
巾
同
)
と
同
じ
も
の
と
し
て
護
持
さ
れ
る

E
S
Z
E
S
8
5
5
Z号、

U-H・
ω・
お
の
佳
丘
三
口
出

8
5
E
E号
。
前
二
者
は
事
実
(
町
田
n
z
g
)

で
あ
っ
て
証
明
を
要
す
る
。
本
文
で
定
義
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
三
の
法
と
し
て
の
コ
ン
ス
ェ
卜
ゥ

1
ド

l
で
、
寸
慣
習
法
(
日
5

8
ロ'

北法41(5-6・197)2243



説

E
Rロ己
E
R
2
5
)
L
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
項
で
は
、
以
上
の
多
様
な
意
義
を
踏
ま
え
て
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
片
仮
名
表
記
す
る
。

(
3
)
拙
稿
「
〉
N
。ロぽ

ωロ
5
5白
山
口
円
・
∞
印
M

」
本
誌
三
八
巻
五
・
六
号
(
一
九
八
八
年
)
一
コ
二
六
頁
参
照
。

(
4
)
ヤ
l
コ
プ
ス
・
デ
・
ア
レ

l
ナ
の
定
義
は
、
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
!
と
は
、
民
族
全
体
あ
る
い
は
そ
の
過
半
の
部
分
の
習
い
や
慣
行
に
よ
っ
て

正
し
く
始
め
ら
れ
、
維
持
さ
れ
た
法
で
あ
っ
て
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
行
。
ロ
2
2ロ己
c
m鬼
門

5
5
2
5
5
2
5
5
5

Z
Z
5
匂
O
匂
己
「
〈
巾
ご
出
回
目
。
門
戸
田
℃
恒
三
一
印
吋
巾
n
S
E
x
-
u
E
5
2
8三
宮
己
同
E
5・
Y
白
σgmum-田
知
豆
町
O
ユ
g
g
g
)」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な

お、

C
F
h冨
〉

ZZ--on-nx-
ロO
ゲ
品
で
引
用
さ
れ
た
文
章
で
は
、
吉
田
口
。
口
問
ユ
℃
E
5
5
2
5
5
と
な
っ
て
い
る
が
、
ヤ

1
コ
プ
ス
・
デ
・

ア
レ

l
ナ
の
ア
ゾ
!
批
判
を
考
慮
す
れ
ば
、
ロ
O
ロ
将
司
印
刷
)
E
B
は
何
か
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
定
義
に
対
す
る
バ
ル
ト
ル
ス
の
批
判
は
、

「
民
族
の
全
体
あ
る
い
は
そ
の
過
半
の
部
分
」
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
も
ろ
も
ろ
の
教
会
の
決
定
も

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
を
導
入
す
る
(
丘
一
回

B
g立
E
E
R己
2
5
2
5
Z仏ロ
2
口同

8
5
5
E
&
5
5
)
」
か
ら
で
あ
る
(
∞
〉
刀
、
H
，
C
F
C
ω
W
E
n
-

nF)
。
注

(
2
)
の
慣
行
と
し
て
の
円
白
口
。
ロ
ロ
自
由

g
z
g
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
バ
ル
ト
ル
ス
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
論
が
教
会
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
こ
の
定
義
を
良
し
と
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
こ
の
う
ち
、
『
あ
る
種
の
法
』
と
い
う
言
葉
が
置
か
れ
て

い
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
実
に
属
す
る
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
と
の
違
い
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
『
習
い
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
』

が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
法
の
他
の
諸
部
分
、
明
示
の
同
意
か
ら
出
て
来
る
部
分
と
の
違
い
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
『
法
律
に
代
わ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
』
と
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
個
々
人
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
!
ド
ー
か
ら
流
れ
出
て
来
る
法
と
の
違
い
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
は
法
律
に
代
る
も
の
と
し
て
遵
守
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
す
で
に
規
律
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
つ

い
て
規
律
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
論
じ
て
い
る
法
は
、
規
律
を
す
る
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
法
律
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
守
ら
れ
る
』
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
司
法
律
が
な
い
場
合
に
』
と
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
法
律
に
よ
っ
て
却
け
ら

れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
l
が
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
は
、
あ
る
い
は
、
法
律
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
な
い
事
案
に
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
法
律
が
な
い
。
あ
る
い
は
、
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
事
案
に
あ
る
。
こ

の
場
合
に
、
法
律
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
が
通
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
も
『
法
律
が
な
い
』

と
い
う
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
よ
り
、
一
般
的
ま
た
は
特
殊
的
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
法
律
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
l
を
妨
げ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
法
律
は
な
い
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l

論

北法41(5-6・198)2244
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説

(7)
拙
稿
本
誌
四

O
巻
三
号
八
一
六
頁
注
(
的
)
参
照
。
5
5
同

2
品
。
2
5
を
8
5
5
E
号
宮
沢
円
目
立
2
5
門
目
白
n
g
と
バ
ル
ト
ル
ス
が
見
て
い
る

の
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
5
5
r
E
C
E
B
は
、
新
勅
法
(
〉
三
宮
口
巴
2
5
)
の
「
第
一

O
部
(
己
巾
己
ヨ
白

no--え
S
)
」
と
し
て
、
皇
帝
の
法
(
-
g
-
g
宮
E
E
ユ
印
)
、
し
た
が
っ
て
法
律
(
貯
と
と
見
る
見
方
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
広
・
者
〉
国
民
間
Z
ω
・

0
℃
・
円
一
f
H
U
-
H
昌
巳
凹
)
。
ア
ゾ
1
の
邸
ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ツ
ス
ィ
ア
1
ヌ
ス
(
』
。
E
一
ロ
ロ
2
∞
回
目
的
目
白
ロ
5
ー
ロ
き
頃
)
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
(
え
・

内
出
回
わ
出
国
O
河
z
w
口
町
三
∞
与
巾
ω
S
民
的
H
ロ
ロ
仏
同
R
宮
問
問
巾
印
岳
山
内
}
M
F
印
・
〉
口
町
]
w
c
o
E
ロ
m
S
E
E
-
明

N
叶
∞
司
ロ
・
。
)
が
、
実
際
に
は
、
ア

ゾ
l
の
弟
子
の
ア
ッ
ク
ル
ス
ィ
ウ
ス
(
己
∞
N
|
尽
き
頃
)
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
宮
内
・
匂
わ
〈
。
ロ
ω
〉
〈
-
c
z
J
円
唱
の
巾
凹
円
E
n
z
z
a
g
a
s
-
m
n
Z
ロ

河
R
F
Z
目
B
冨
5
m
E
R
R
-
国
巾
一
色
巾
-
Z
話
回
∞
E
-
-
F
U
・
印
N
品
司
ロ
・
円
一
円
宮
・
冨
盟
国
見
ω
・
円
g
m
u
o
m
g
H
2
3
巾
こ
巾
今
色
丹
獄
。
円
四
回
-
w
P
E
g

q
E
2
0
町
巾
仏
己
己
吋
o
p
-
-
円
w
F
m
M
M
『
円
四
巾
呂
印
少
℃
N
E
)
ω
ロ
5
5
白
白
口
広
三
-
2
2
5
に
は
、
次
の
文
章
が
あ
る
o

「
と
こ
ろ
で
最
後
の
箇
所
に
、
(
有

用
と
思
わ
れ
た
の
で
)
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
こ
世
)
お
よ
び
ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
(
六
世
)
の
新
法
律
、
お
よ
び
、
封
に
関
し
て
文
書
に
編
纂
さ
れ
た

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
で
あ
っ
て
法
律
と
し
て
承
認
さ
れ
た
も
の
を
、
法
律
と
し
て
一
ま
と
め
に
し
、
適
当
な
章
立
て
の
下
に
配
列
す
る
こ
と
が

良
し
と
さ
れ
た
・
:
:
こ
れ
が
第
一

O
部
ま
た
は
第
一

O
編
と
称
さ
れ
る
と
し
て
も
、
理
由
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
(
〈
E
E
C
出
口
広
ヨ
E
S

S
E
-
田
口
z
z
i
印
ロ
5
2
C
芯
m
巾
印
口
。
〈
出
回
明
巾
門
ぽ
江
巳
2
出
g
叶
庄
巳
g
ロ
田
口
巾
宮
内
出
口
B
E
m
n
ユ
宮
町
円
四
円
凶
白
円
門
出
印
門
町
円
即
時
巾
ロ
仏
白
]
巾
m
-
Z
B
巾

告
胃
c
σ
見
出
回
唱
同
)
]
白
2
x
z
m
一
円
一
ヨ
巾
円
。
宮
]
白
ユ
巾
門
田
口
σ
広
口
巾
一
回
門
H
E
-
-
m
g
]
]
。
g
ュ
・
:
・
:
門
吉
田
町
含
円
山
ヨ
山
口
。
口
町
注
目
。
包
括
8
5
立
E
Z
。
ロ
。
口

一『由民
O
口
同
一
円
円
巾
吋
ロ
ロ
ロ
門
戸
何
百
ー
ユ
)
」
と
。
こ
こ
で
は
、
「
文
書
に
編
纂
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
」
と
い
う
表
現
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
れ

が
「
法
律
と
し
て
承
認
さ
れ
た
宕
怪
百
四
者
官
各
国
ユ
)
」
と
な
っ
て
い
る
。
|
|
ち
な
み
に
、
-
巾
m
F
片
町
耳
目
℃
胃
各
国
ユ
は
、
「
適
法
に
承
認
さ

れ
た
」
と
読
む
の
が
む
し
ろ
良
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
次
の
-
巾
松
江
B
巾
円
。
円
v
c
U
ユ
は
、
「
適
法
に
一
ま
と
め
に
す
る
」
と
は
読
め
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
上
記
の
よ
う
に
訳
し
た
が
、
敢
え
て
い
え
ば
、
「
皇
帝
が
裁
可
し
た
法
律
と
し
て
」
、
あ
る
い
は
「
皇
帝
が
裁
可
し
た
法
律
と
同
じ
も
の

と
し
て
」
と
い
う
意
味
で
解
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
誰
が
編
纂
す
る
の
か
」
、
z
m
E
B
巾
白
匂
匂
5
σ
白
ユ
と
は
い
っ
た
い
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
態
を

指
す
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
l
の
証
明
方
法
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
第
一
に
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
が
文
書
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
上
位
者
あ
る
い
は
国
民
の
権
威
に
よ
り
行
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
封
建
慣
行
や
首
都
ロ

l
マ
・
キ
l
ウ
ィ
タ
1
ス
や
ミ
ラ
ノ
・
キ
1
ウ
ィ
タ
1
ス
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
に
お
け

る
が
ご
と
く
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
文
書
の
開
示
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
他
の
成
文
法
に
お
け
る
と
同
様
に
。
ま
た
、
コ
ン

ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
が
博
士
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
(
C
Z
白
ロ
号
心
己
巾
耳
目
B
o
n
o
ロ
印
己
巾
吉
己
。
巾
え
吋
a
R
S
E
R
コ
宮
町
-
A
E
C
己

論
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円
。
三
一
円
程
門
告
自
己
00ロ
巾
巾
凶

E
P
C門
広
三
巾
印
己
宮
ユ

C円
一
回
〈
巾
]
℃
CUロ
-
r
E
E
5
5
5
P
E。
2
5
2
2ロ印己
O
E門
出
口
巾
丘
三
円
白
色
白
ロ
号
訪

問
州

O
B
S
除
丘
三
門
田
昨
日
印
冨

a
z
s三
一
除

E
ロ
円
買
cσ
由
吉
門
℃
巾
円
ロ
σコ
者
向
叶
立
。
ロ
巾
B-
印
日
円
三
宮
山
口

0
2
5
印
円
三
宮
。

.
C
Eロ
門
目
。
心
ロ
巾
諸
島
m-PH
円

山
口
将
司
苛
己
的
問
。
。
円
Z
5・
)
。
」
(
∞
〉
H
N
4
0
F
d
ω
w
]
o
n
n
H
門
口
-
N
r
c
r
F冨
〉
Z
H
4
・。℃
-nx-w
℃
自
由
)
次
注
で
見
る
よ
う
に
、
ア
ゾ

l
は
、
コ

ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
に
よ
る
法
律
の
解
釈
に
つ
い
て
、
博
士
に
よ
る
編
纂
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
法
律
と
同
等
の
効
力
を
も
っ
コ
ン
ス
エ

ト
ゥ

l
ド
l
の
編
纂
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ル
ト
ル
ス
は
、
上
位
者
な
い
し
国
民
(
匂
O
℃
ロ
古
田
)
の
権
威
に
基
づ
く
編

纂
と
、
学
者
に
よ
る
編
纂
と
を
区
分
し
、
さ
ら
に
後
者
に
つ
い
て
、
寸
公
的
な
権
威
(
切
口
E
-
2
2
P
2
E
g
)
」
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ

と
を
決
せ
ら
れ
た
博
士
と
そ
う
で
な
い
者
と
を
区
分
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
ル
ス
に
お
け
る
洗
練
(
〉
ロ
丘
一
民
巾
日
目
ぽ
EDm)
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
が
、
そ
の
他
に
、
こ
こ
で
は
、
や
は
り
、
「
上
位
者
な
し
い
国
民
の
権
威
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
」
と
い
う
考
え
方
は
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
も
の
と
、
法
律
あ
る
い
は
条
例
(
印

gzgg)
と
は
い
っ
た
い
ど
う
異
な
る
の
か
。
お
そ
ら
く
は
、
立
法

者
の
違
い
、
つ
ま
り
皇
帝
な
ど
の
立
法
権
者
・
機
関
と
国
民
(
宮
匂
三

5)、
お
よ
び
、
明
示
の
同
意
か
黙
示
の
同
意
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
絶
対

的
な
権
力
が
な
く
、
諸
権
力
が
対
立
し
て
い
る
状
況
に
と
っ
て
、
「
文
書
に
編
纂
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
」
の
方
が
皇
帝
の
法
律
と
い
っ
た

も
の
よ
り
も
、
統
合
に
と
っ
て
よ
り
実
効
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
封
建
慣
行

2
2
1
2号
2
5
)
に
つ
い
て
は
、
塙
浩
「
封
建
法
書
L

『
中
世
法
制
史
料
選
H
中
世
』
(
創
文
社
一
九
七
八
年
)
一
一
一
四

頁
以
下
参
照
。

(8)
拙
稿
「
〉

8
2
ω
ロ
ヨ
ヨ
回
一
口
わ
い
-
E
2
)
L
本
誌
三
九
巻
五
・
六
号
ご
九
八
九
年
)
一
九
二
四
頁
、
本
誌
四

O
巻
三
号
(
一
九
九

O
年
)
八

一
六
頁
注
(
的
)
参
照
。

(
9
)
本
誌
三
九
巻
五
・
六
号
こ
九
八
九
年
)
一
九
二
四
頁
参
照
。
な
お
、
前
稿
で
は
、

R
E
m巾
日
を
「
記
録
す
る
L

と
訳
し
た
が
、
「
短
か
く
ま
と

め
る
」
意
味
も
も
た
せ
て
、
「
編
纂
す
る
」
と
改
訳
す
る
。
ぐ
o
g
Z
R
2
5
2ユ
岳

E
門
町
三
宮
内

3
5白ロ白巾喝、
H

，。
5
・
少
∞
巾
門

-zzs・
8--
怠

巾
門
凹
・
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
に
最
も
近
い
デ
ィ
ゲ
ス
タ
の
用
例
は
、

U-H
・
M

・
N

・
白
「
こ
れ
ら
の
者
た
ち
の
後
で
、
プ

1
プ
リ
ウ
ス
の
子
で
大
神

宮
の
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
が
最
初
の
『
市
民
法

(E∞
丘
三
一
巾
)
』
を
類
別
し
て
一
八
巻
に
ま
と
め
て

(
5
Z耳
g

号

2
5
2
0
2
0

2
任
問
巾
ロ
色
。
)
著
わ
し
た
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
-
r
ω
・
ω印
は
、
「
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
法
は
、
大
き
な
効
力
を
も
っ
と
考
え
ら
れ

る
。
文
書
に
納
め
る
こ
と
(
凹
Q
S
E
2
5胃
岳
町
E
R巾
)
を
要
し
な
い
ほ
ど
に
明
証
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
中
世

で
あ
れ
ば
、

B
E
m
m日
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
注
(
日
)
で
見
る
カ
エ
サ
ル
の
法
典
編
纂
に
つ
い
て
も
、
ス
エ
ト
ニ
ウ

北法41(5-6・201)2247 



説

ス
『
ロ

l
マ
皇
帝
伝
』
第
一
巻
四
四
で
は
、
「
市
民
法
を
一
定
範
囲
ま
で
縮
小
し
(
匙
円

R
E
5
5
0
E
B
Z佳
m
q巾
)
、
拡
散
し
た
彪
大
な
量
の

法
律
か
ら
、
最
適
か
つ
必
要
な
量
を
、
で
き
る
だ
け
少
数
の
巻
本
に
編
集
す
る
(
古
℃

g
n宮田町
5
3
ロ
可

2

2
口
町
内
耳
巾
)
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

総
じ
て
、
吋
注
目

m
q巾
は
宮
ま
た
は
包
j

プ
ラ
ス
対
格
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
山
口
プ
ラ
ス
奪
格
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
な
お
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
資
料
と
し
て
、
戸
。
与
の

E
Z
F
S
-
F
g
E弓
を
、
訳
語
に
つ
い
て
は
、
国
原
吉
之
助
訳
(
岩
波
文

庫
一
九
八
六
年
)
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
カ
エ
サ
ル
の
法
典
編
纂
に
つ
い
て
は
、
明

ω口
山
口
下
N
w
c
g
n
z
-
n
F
H
m
b
q
S
Bぽ
n
y
g
月
号
v
g豆∞・

お
g
n
g
p
当
巾

-
B
R
E
E
-
匂
・
コ
参
照
。

(
叩
)
「
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
L

に
つ
い
て
は
、
淵
倫
彦
「
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
」
前
掲
(
注
7
)
『
西
洋
法
制
史
料
選
H
中
世
』

三
一
一
頁
参
照
。
な
お
、
「
グ
ラ

1
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
」
の
批
判
的
校
訂
作
業
に
つ
い
て
は
、

ω・同ハ口、吋叫，
Z
E
N
-
-
N
2
2
R
Y
Oロ
の
叶
阻
止
田
口
一

〉
円
門
出
血
ロ
仏
担
問
巾
ロ
門
戸

Mvgn巾
包

E
m印
。
『
門
町
巾

ω巾〈巾ロ斤
F
E
R
E白色。ロ白
}(VO口
問
吋
町
田
印
。
『
冨
巾
佳
巾
〈
白
]
何
回
口
。
ロ
戸
担
当

w
h王
国
内
田
巾
}
〈
同
巴

g
ロ。

E
g
-
H
)
M
H
2
m
-参
照
。

(日

)
E
2・
吉
田
件
。

-Hn・
印
(
後
掲
)
参
照
。
な
ぜ
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
が

zamq巾
と
い
う
語
を
使
っ
た
か
は
、
現
在
の
筆
者
に
は
わ
か
ら
な

ぃ
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、

r
E
R
g
w
開

q
g
o
E色白
E
B
包〈巾

2-mZEB--σ
ユ
同
up

〈
-H
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、

「
他
方
、
法
律
を
書
物
に
編
纂
す
る
こ
と
は
、
最
初
に
、
コ
ン
ス
ル
の
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
が
始
め
よ
う
と
し
た
が
、
敵
対
者
た
ち
の
懸
念
の
た
め
に
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
つ
い
で
、
カ
エ
サ
ル
が
こ
れ
を
行
い
始
め
た
が
、
完
成
前
に
殺
さ
れ
た
(
戸
巾

m
g
白
己
ぽ

B
B色
m
q巾
日
ロ
ロ

σユ
印
買

-
5
5

2
ロ
∞
己
旬
。

B
宮
E
回
一
口
住
吉
巾
円
巾

4
0
Z
F
g門
山
口
。
ロ
匂
巾
吋
凹

2
-
m
E
J
H
R
o
Z
5
2出件。
E
B
B
2ロ
・
ロ
包
ロ
門
T
W
(
U

回
目
的
問
円
円
。
ぬ
℃
一
昨
(
一
色
〕
宮
内
巾
吋
m
w
m
a

白
ロ
宮
山
口
広
広
巾
円
吉
田
巾
閉
門
)
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
が
イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

可
能
性
と
し
て
は
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
の
同
時
代
の
史
料
の
検
討
を
抜
き
に
論
ぜ
ら
れ

る
事
柄
で
は
な
い
。
な
お
、
イ
ス
ィ
ド
!
ル
ス
は
、
巧

-z-
ロzuω
同
ペ
が
校
訂
し
た
、
。
立
。

E
C
E
5
3
R
V
-
E
-
m
g
版
(
初
版
一
九
一
一

年
)
を
用
い
た
。

(
ロ
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、

ω
の
〉
の

Z
帥
戸

ω
E門出向ロ

NC門
E
巾巾ロ
m
g
n
F
w
y
g
己
旬
。

22Nmmσ
ロロ

m
w
ω
z
n
F
F
o一B
E
g
-
匂・

Nま
巾
門
印
・
た
だ
し
、
ガ
グ
ネ
ア
は
、

g
ロ
印
口
氏
ロ
号
一
口
印
門
司
目
立

2
5
E
n
g
と
い
う
概
念
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
細

か
く
追
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
ガ
グ
ネ
ア
の
前
掲
著
書
に
つ
い
て
は
、
和
田
卓
朗
寸
中
世
後
期
・
近
世
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
・

ラ
ン
ト
法
史
研
究
序
説
(
平
和
・
ポ
リ
ツ
ア
イ
・
憲
法
)
(
五
・
完
)
L

本
誌
三
七
巻
三
号
(
一
九
八
七
年
)
二
九
九
頁
以
下
、
三
二
八
頁
注
(
凶
)

一日間
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参
照
。

(
日
)
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
と
イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
「
語
源
論
L

と
の
違
い
は
、
最
後
の
文
章
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
で
は
、
「
法
律
も
ラ

テ
ィ
オ
が
推
奨
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で

(
A
Z
白ロ己

0
2
-品目
5

5
巴

0
8
5
5
8己
注
)
」
と
な
っ
て
い
る
。
門
吉
田
一
口
己

C
と
い
う
読
み
方
は
、
グ

ラ
1
テ
ィ
ア

i
ヌ
ス
教
令
集
の
異
文
に
は
あ
り
、
ま
た
、
意
味
的
に
は
、

ο
E一口己
C

で
あ
れ
、
門
官
。
ロ

E
B
で
あ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
い
と
思
わ

れ
る

0
2
5
5
8
b即
日
が
直
接
法
か
接
続
法
か
の
違
い
は
、
後
者
で
は
要
請
が
よ
り
明
確
に
出
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
グ
ラ

1

テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
に
お
い
て
も
、
ラ
テ
ィ
オ
に
基
づ
か
な
い
法
律
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
以
下
で
見
る
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
字
句
の
違
い
を
厳

密
に
論
ず
る
こ
と
は
、
現
在
の
テ
ク
ス
ト
の
状
況
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
こ
と
か
ど
う
か
、
そ
も
そ
も
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
、

留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
表
題
は
、
「
法
、
法
律
、
習
わ
し
〔
慣
習
法
〕
は
相
互
に
ど
の
よ
う
に
違
う
か

(
C
E己
庄
内

P
E
E
F
E
R
お

{
5・
z
m
2
2
5
2
2
)
L
で
あ

ヲ匂。

(日

)
5
0印唱

5
2
2
は、

2
5
5
E号
以
上
に
多
義
的
で
あ
り
、
「
慣
習
法

L、
「
事
実
た
る
慣
習
、

L
「
道
徳

L、
等
々
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
が
、
筆

者
な
り
の
解
釈
を
〔
〕
で
補
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
同
)
こ
の
う
ち
、

z
m
m
g巾
E
Z
か
ら
ヨ

2
E
5
2ロ
己
主
ま
で
は
「
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

1
ヌ
ス
教
令
集
」
の

U
-
H
n
-
N、
円
、
角
川
凶
巾
凹
円
円
。
口
出
門
広
三
日
。

回
口
吋
一
宮
田
・
は

0
・H
n・
ω
、
宮
。
由
同

C
Z
B
か
ら

S
E
c
g仏
内
自
、
ま
で
は
り

-Hn-
へ

の
O
ロ
回
口
巾
吉
色
。
印
ロ

z
g
か
ら
吉

nogHHEE
巾
2
z
g
ま
で
は

門
己
円
印
で
あ
る
。

(
口
)
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
指
示
さ
れ
て
い
る
寸
語
源
論
L

二
巻
一

O
章
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
衡
平
〔
具
体
的
正
〕
を
教

示
す
る
も
の
は
二
つ
で
あ
り
、
法
律
で
あ
っ
た
り
、
習
わ
し
〔
慣
習
法
〕
で
あ
っ
た
り
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
律
と
習
わ
し
〔
慣
習
法
〕
の
違
い

は
、
法
律
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
習
わ
し
〔
慣
習
法
〕
は
古
さ
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
で
あ
り
、
あ
る
い
は
書

か
れ
て
い
な
い
法
律
で
あ
る

(
F
2
R口
氏
。
忠
告
百
丘
凹
仏
C
1
2
m凹
ゲ
ロ
ロ
ロ
n
g
g関
5
5・
ロ
ロ
ロ
n
z
g
o
ユσ
5・
同
互
角

Z
m刊日

2
8
5
2

5
0円
g
y
c
n
吉
宮
門
町
田
件
、
心
巴
O
己
}
巾
凶
凹

Q
e
g
g
F
5
0印
〈
巾
g
巾
包
〈

2
5
g丹
市
匂
円
。

σ白
g
n
oロ印
z
m
E己
C噌印日
JNm]叩
対
ロ
O
ロ印円円山℃

g
)
。
L
こ
の

後
に
、

Z
白
HHMZ何
回
]
巾
mmロ門
U
S
E
g
-
-
:・
以
下
五
巻
三
章
と
同
じ
で
あ
り
、
問
題
の
ロ
宮
内
庄
内
巾
吋
仲
田
口
目
立
目
白
田
口

z
t
oロ巾

noロ即日田片四件も

あ
る
。
こ
の
文
脈
で
読
め
ば
、

gコ
∞
互
巳
の
主
語
は
、
同
ロ
印
庁
広
三
一
。

2
2口
洋
即
位
印
と
受
け
取
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
た
と
え
ば
、

C
2
5・
U
巾
一
口
〈

g
t
cロ
ク
ロ
・
口
巾
昨
日
・
「
次
に
考
察
さ
る
べ
き
は
、
争
い
が
ラ
テ
ィ
ォ
ー
に
あ
る
か
文
書
に
あ
る
か
で
あ
る
。
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説

な
ぜ
な
ら
、
文
書
の
争
い
は
、
書
く
と
い
う
類
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
他
方
、
ラ
テ
ィ
オ
ー
が
あ
る
〔
機
能
す
る
〕
の
は
、
全
問
題
が

畳
一
日
く
こ
と
に
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
論
証
す
る
こ
と
に
あ
る
場
合
で
あ
る

(U巴ロ
a
m
n
oロ
∞
庄
内
円
山
口
己
己
日
巾
印
門
w
E
E
Z
C口
町
出
口
一
口
印
ロ
ユ
ヌ

C
印一円

円
。
ロ
可
。
〈
巾
3
2・
2
白
g
m
q
e巳
円
。
ロ
可
。
〈
巾
吋
回
一
同
巾
印
門

g
A
5
0
巾
凶
印
円
江
主
目
。
巳
印
肉
巾
ロ
巾
吋
巾
ロ
山
田
円
一
昨
日
・
・
:
:
同
州
民
一
。
巾
印
斤

2
8
5
W
2
5
0
5ロ目的

古
田
巾
印
氏
。
口
。
口
一
口
印
円
ユ
同
比
一
。
ロ
タ
印
包

5
出
口
告
白
山
門
m
z
s
g
g片岡。口町内
OD凹目印門戸
)

0

」
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
石
川
真
人
「
法
曹
法
の
歴
史

的
基
礎
づ
け
」
本
誌
四
一
巻
三
号
(
一
九
九
一
年
)
一

O
六
五
頁
参
照
。
な
お
、
キ
ケ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
円
、
。
与
の
E
E
-
s
-
F
F
E弓
を
用
い

た。

(
円
)
「
語
源
論
」
二
巻
五
章
「

m
g
E印
と
弁
論
家
た
ち
に
お
い
て
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
争
い

(
S
5と
が
あ
る
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
争
点

(82印E
Z
Z
C
)
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
、
こ
の
争
点
の
こ
と
を
、
争
い

(g口
広
三
一
。
)
と
い
う
こ
と
か
ら
浮
白
色
ロ
と

い
っ
て
い
る
。
他
方
、
ラ
テ
ン
人
た
ち
が
己
主
5
と
い
う
の
は
、
相
手
方
の
主
張
(
胃

OH5mEC)
を
却
け
る
た
め
の
闘
い

G
E
m
E
)
と
い
う
こ

と
か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
両
当
事
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
請
求
(
一
三
∞
ロ
位
。
)
と
防
禦
(
仏
巾
七
三
回
目
。
)
か
ら
も
、
こ

の
語
は
出
て
来
る
。
と
こ
ろ
で
、
争
点

(
2
2
5
2
5
R
Z
B
)
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス
と
レ
ガ

l
リ
ス
で
あ
る
。

ラ
テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス
な
争
点
か
ら
は
、
推
測

(
g
E
R
E門
出
)
、
定
義
〔
決
着
〕
(
『
宮
町
)
、
性
質

Z
E
-
-
S印
)
、
却
下
(
門
司
自
由
]
白
色

O)
が
出
て

来
る
。
定
義
か
ら
は
、
判
定
に
関
す
る
(
宮
佳
門
戸
田
口
印
)
も
の
と
行
為
に
関
す
る
(
ロ
巾
moz丘
町
)
も
の
と
が
出
て
来
る
。
判
定
に
関
す
る
も
の
か
ら

は
、
完
結
的
な
(
白
官
。

-
E
5
)
も
の
と
要
補
充
的
な
(
包
E
B宮
守
口
凹
)
も
の
と
が
出
て
来
る
。
要
補
充
的
な
も
の
か
ら
は
、
免
責
〔
赦
免
〕

(
g
D
n
g田
一
。
)
、
訴
追
の
遠
却
(
吋
巾
HHHO円
H
o
n
-
s
E
U
)
、
訴
追
の
返
却
(
足
]
白
色

c
nロ
ヨ
宮
町
)
、
相
殺
(
円
。
ロ
宮
口
印
白
巴
。
)
が
出
て
来
る
。
免
責
か

ら
は
、
雪
宏
見
守
口
吋
m白己
O)
と
恩
赦
請
求

2
8
5
2
P
)
)
が
出
て
来
る
。
推
測
の
争
点

(
g
E巾
n
E円
丘
町
洋
国
吉
凶
)
が
あ
る
の
は
、
一
方
が
提

示
す
る
事
実
を
他
方
が
全
否
定
す
る
場
合
で
あ
る
。
定
義
の
争
点
が
あ
る
の
は
、
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
あ
る
こ
と
は
争
わ
れ
て
い
な

い
が
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
が
複
数
の
定
義
〔
の
争
点
〕
を
付
し
て
説
明
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
性
質
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
事
柄
が
い
か

な
る
性
質
か
が
問
題
に
な
る
限
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
為
(
ロ
巾
mczzB)
の
本
性
(
〈
窃
)
お
よ
び
類

(
m
g
g
)
に
つ
い
て
争
い
が
な
さ
れ
る

の
で
、
類
に
関
す
る

(
m
g
R丘
町
)
争
点
と
も
呼
ば
れ
る
。
却
下
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
訴
え
る
べ
き
者
が
訴
え
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、

訴
え
る
べ
き
審
判
人
の
も
と
に
訴
え
て
い
な
い
、
訴
え
る
べ
き
時
、
法
律
、
犯
罪
、
罰
に
よ
っ
て
訴
え
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
却

下
の
争
点
(
昨
日

E
E巴
〈
白
円
。
ロ
印
吾
丘
一

C)
と
い
う
の
は
、
訴
権
が
却
下
お
よ
び
変
更

(
2
5
5
5呉
芯
)
を
必
要
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
判
定
に
関
す
る
争
点
と
は
、
妥
当
な
も
の
(
釦

2
c
c
E
)
や
正
し
い
も
の
(
吋
R
E
E
)
の
性
質
と
報
償
(
官
出

g
t白
)
あ
る
い
は
罰
金
の
計

三A
員同
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算
(
宮
巾
ロ

2
E
t
c
)
が
問
題
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
行
為
に
関
す
る
争
点
と
は
、
国
の
習
わ
し

(
n
Z
E∞
ヨ
。
印
)
お
よ
び
衡
平
(
同
2
E
g凹)

か
ら
見
て
何
が
法
に
適
う
か
(
宮

E
Zユ
印
印
芹
)
が
考
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
要
補
充
的
な
争
点
と
は
、
そ
れ
だ
け
か
ら
で
は
弁
護
(
吋
2
5丘一
C
)

の
た
め
に
何
も
堅
固
な
も
の
を
与
え
な
い
(
が
、
し
か
し
外
側
か
ら
何
か
防
禦
と
な
る
も
の
を
受
け
取
る
〕
も
の
で
あ
る
。
免
責
〔
の
争
点
〕
が

あ
る
の
は
、
被
告
が
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
防
禦
し
な
い
が
、
し
か
し
、
赦
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
嘆
願
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
改
俊
し

て
い
る
者
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
の
は
、
す
で
に
説
明
し
た
。
訴
追
の
遠
却
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
訴
追
を
受
け
た
被
告
が
そ
れ
を
自
己
お

よ
び
自
己
の
過
失
、
暴
力
、
権
力
か
ら
他
人
へ
と
転
嫁
し
よ
う
と
企
て
る
場
合
で
あ
る
。
訴
追
の
返
却
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
あ
る
者
が
先

に
仕
掛
け
て
き
た
の
で
行
っ
た
の
は
適
法
だ
(
宮
吋
巾
)
と
主
張
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
対
比
〔
相
殺
〕

(gロ℃同
E
Z
O
)

〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、

被
告
の
も
う
一
つ
別
の
有
徳

(Zロ
g
E印
)
な
い
し
は
有
益
(
ロ

EHm)
な
行
為
が
比
べ
ら
れ

(
2口
広
口
己

q
g、
こ
の
行
為
を
行
う
た
め
に
訴
追

3
れ
て
い
る
行
為
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
主
張
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
雪
箆
(
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
に
認
め
ら

れ
る
が
、
し
か
し
落
度
(
円
三
宮
)
が
阻
却
さ
れ
る
(
吋
巾
B
O〈
q
g
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
三
つ
の
部
分

G
R
m
)
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

不
知
(
仲
間

6
2骨
E
U
)
、
偶
発
事
故

(B吉
田
)
、
緊
急
状
態
(
口
町
内
虫
色

g
由
)
で
あ
る
。
恩
赦
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
罪
を
犯
し
た
こ
と
、
承

知
の
う
え
で
(
円
。
口
町
三
吉
)
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
赦
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
嘆
願
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
種
の

こ
と
は
、
本
当
に
滅
多
に
起
こ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
レ
ガ

l
リ
ス
な
争
点
(
}
巾
閃
丘
町
田
印
g
E印
)
か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
出
て
来
る
。

す
な
わ
ち
、
文
言
(
印

Q
q
z
g
)
と
趣
旨

(
g
Z
E白
色
、
相
反
す
る
法
律

(
]
m
m
2
2
2
5ユ
回
巾
)
、
あ
い
ま
い
さ
(
白
B
玄関口一

g
印
)
、
推
論

(
g
z巾己目。

包
〈
巾
吋
白
色
。
口
一
口
白
色
O
)

お
よ
び
法
律
の
定
義

E
R
E
E
C
-晶
丘
一
回
)
で
あ
る
。
文
言
と
趣
旨
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
文
言
(
〈
巾
号
白
)
そ
れ

自
体
が
筆
者
の
趣
旨

S
E
R
E
-何
回
)
と
一
致
し
な
い
と
見
え
る
場
合
で
あ
る
。
相
反
す
る
法
律
の
争
点
が
あ
る
の
は
、
二
以
上
の
法
律
が
相
互
に

矛
盾
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
あ
い
ま
い
さ
(
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
書
か
れ
た
も
の
が
二
以
上
の
事
柄
を
意
味
す
る
と
思
わ

れ
る
場
合
で
あ
る
。
推
論
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
か
れ
て
い
な
い
別
の
こ
と
も
発
見
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

法
律
の
定
義
〔
の
争
点
〕
が
あ
る
の
は
、
定
義
の
争
点
(
母
出

E
z
g
n
oロ凹
E
丘
一
。
)
と
同
様
に
、
本
性
(
丘
団
)
が
ど
こ
に
あ
る
と
定
め
ら
れ
た

か
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
」

こ
こ
か
ら
、
ラ
テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
争
わ
れ
、
レ
ガ
!
リ
ス
が
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
争
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ラ
テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス
な
争
点
の
う
ち
で
、
行
為
に
関
す
る
争
点
で
、
寸
国
の
習
わ
し
お
よ
び
衡
平
か
ら

見
て
何
が
法
に
適
う
か
(
宮
広
三
江
田
色
丹

mHrEC吋巾

n
Z
5
2
白
2
E
S
Z
)
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
こ
で
寸
法
律
か
ら
見
て

北法41(5-6・205)2251



説

(
め
凶
]
巾
肉
巾
)
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
以
上
の
ラ
テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
リ
ス
と
レ
ガ

1
リ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
石

川
前
掲
注
(
四
)
論
文
本
誌
四
一
巻
三
号
一

O
六
五
頁
は
、
参
考
に
な
る
。

(
却
)
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
に
つ
い
て
は
、
小
菅
芳
太
郎
「
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
法
学
(
覚
書
)
」
本
誌
四

O
巻
五
・
六
号
ご
九
九

O
年
)
一
ム
ハ

六
五
頁
以
下
参
照
。
ロ
巾

8
8ロ
回
に
お
け
る
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
論
に
つ
い
て
は
、
』
の
〉
C
O開
冨
開
同
J
h
o
三口同国巾

R
E
2
0ロ
巾
ロ
門
町
。
常

『。
B

回
一
口
〉
℃
吋
OH)(}印
仏

市

門

U

・
]
・
∞
印
M

・
M
-

何
回
ロ
ロ
(
H
S
∞)噂日山宮内同

g
b巾
骨
O
広
叶
O
B出

E
F
E詰
w
H】

2

2
凹
・
が
論
じ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、

こ
れ
に
依
拠
し
た
。
な
お
、
テ
ク
ス
ト
は
、
円
。
召

5
0三
回
巴
白
口
。
2
5
ω
巾ユ

B
F
M
E
E
を
用
い
、
ゴ
ド
ゥ
メ
が
用
い
た
の
C
召

5
Rユ匂
Z
E
E

-白色ロ。

E
B
古
田
吋
恒
三
回
ロ
ロ
ヨ
は
見
て
い
な
い
。
章
節
は
前
者
に
よ
る
。

(
幻
)
巴
巾

8
8ロ
P
F
H
e
ω

「
1
最
近
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
上
な
く
卓
越
せ
る
皇
帝
た
ち
の
下
賜
金
が
宿
営
に
お
い
て
取
り
行
わ
れ
、
花
冠

を
着
け
た
兵
士
た
ち
が
そ
こ
を
訪
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
招
か
れ
て
い
る
者
の
中
に
、
む
し
ろ
神
の
兵
士
と
も
い
う
べ
き
、
他
の
兄
弟
た
ち
よ
り
も

よ
り
信
仰
心
の
堅
い
者
が
お
り
、
自
分
は
二
人
の
主
人
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
(
マ
タ
イ
六
・
二
四
〕
の
で
、
た

だ
一
人
頭
に
何
も
着
け
ず
、
無
用
な
花
冠
を
子
に
も
っ
て
い
た
。
す
で
に
そ
の
紀
律

sun-立
冒
と
だ
け
か
ら
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と

を
告
知
し
た
彼
は
、
輝
い
て
い
た
。

2
つ
い
に
、
指
差
す
者
た
ち
が
出
、
外
か
ら
噺
笑
い
が
あ
り
、
中
か
ら
乳
み
が
生
じ
て
き
た
。
つ
ぶ
や
き
は

止
ま
ず
、
大
隊
長
(
豆
σ己ロ
5)
の
下
に
〈
名
前
が
告
げ
ら
れ
〉
本
人
も
連
れ
だ
さ
れ
る
、
早
く
も
大
隊
長
は
列
を
離
れ
て
、
近
づ
い
て
き
た
、
た

だ
ち
に
大
隊
長
は
問
う
。
『
か
く
も
異
な
る
装
い
を
し
て
い
る
の
は
、
何
ゆ
え
か
』
と
。
大
隊
長
は
、
他
の
者
た
ち
と
同
様
に
こ
の
者
に
も
許
さ
れ

な
い
と
主
張
し
た
。
理
由
を
求
め
ら
れ
た
兵
士
は
、
『
我
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
り
』
と
答
え
た
。
お
お
、
神
に
お
い
て
栄
光
あ
る
兵
士
よ
。
そ
れ
か

ら
評
決
が
な
さ
れ
、
事
件
は
訴
訟
審
理
(
白
円

g)
に
、
被
告
は
軍
団
長
(
官
阻
止
R
E由
)
の
下
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。

3
こ
の
兵
士
は
、
ま
ず
軽
く
な

ろ
う
と
し
て
、
こ
の
上
な
く
重
い
マ
ン
ト
を
置
き
、
こ
の
上
な
く
堅
く
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
衛
兵
靴
を
足
か
ら
脱
い
で
、
聖
な
る
土
地
の
上
に

立
ち
始
め
て
〔
出
エ
ジ
プ
ト
三
・
五
〕
、
主
の
防
禦
の
た
め
に
必
要
で
は
な
い
剣
を
返
し
〔
マ
タ
イ
二
六
・
五
二
〕
、
花
冠
を
手
か
ら
も
落
し
た
。

そ
し
て
今
や
、
自
ら
の
血
の
希
望
で
赤
く
染
ま
り
、
福
音
を
迎
え
る
覚
悟
を
履
物
と
し
、
剣
よ
り
も
鋭
い
神
の
御
言
葉
を
腰
に
帯
び
(
へ
プ
ル
書

四
・
三
二
、
使
徒
の
教
え
に
従
っ
て
全
身
を
武
装
し
た
〔
エ
ペ
ソ
六
・
一
四
l
二
ハ
〕
こ
の
兵
士
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
殉
教
と
い
う
純
白
の
花

冠
に
よ
っ
て
よ
り
立
派
に
頭
を
飾
ら
る
べ
き
者
と
し
て
牢
獄
で
キ
リ
ス
ト
の
贈
物
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
L

ロ巾

8
5口
問
は
、
モ
ン
タ
ノ
ス
派
に
転
じ
て
以
降
の
著
作
で
あ
る
が
、
正
統
に
属
し
て
い
た
時
に
も
、
花
冠
の
着
用
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
は
、

「
護
教
諭
(
〉
吉
一
c
m
2
-
2由
)
」
四
二
章
六
節
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
鈴
木
一
郎
訳
「
キ
リ
ス
ト
教
教
父
著
作
集
H
L
(教
文
館
一
九
八
七
年
)
九

5命
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九
頁
参
照
。
な
お
、
ロ
巾

n
o
gロ
釦
に
つ
い
て
は
、
国
・
同
開
円
h
F
Z
E
N
の
独
訳
(
目
立
目
。
吾
巾
}
内
門
同
巾
吋
百
円
n
y巾
ロ
〈
山
門
巾
円
)
を
参
照
し
た
。

(
幻
)
巴
巾

nOBE--H・
宇
品
「
4
そ
の
後
、
こ
の
兵
士
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
評
価

2
2広
三
宮
巾
)
が
あ
る
|
|
こ
れ
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
も
の

か
ど
う
か
私
は
知
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
異
教
徒
の
も
の
で
も
異
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
|
|
た
と
え
ば
、
唐
突
だ
と
か
、
向
こ
う
見
ず
だ
と
か
、

死
を
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
と
か
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
、
こ
の
兵
士
が
装
い
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
の
に
〔
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
〕
名
を
争
い
に
巻
き

込
ん
だ

(
g
B
-
E
ロ
晶
2
E
B
砂
日
ユ
門
)
、
と
い
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
実
は
、
す
べ
て
の
足
弟
・
戦
友
た
ち
の
中
で
こ
の
兵
士
だ
け
が
た

だ
一
人
勇
ま
し
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
の
だ
。
少
な
く
と
も
は
っ
き
り
と
い
え
る
の
は
、
殉
教
に
さ
え
も
異
議
を
唱
え
よ
う
と
考
え
る
者
は
、

同
じ
聖
霊
の
予
言
を
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

5
要
す
る
に
、
彼
ら
は
、
自
分
た
ち

に
と
っ
て
か
く
も
良
き
長
き
平
和
が
危
く
さ
れ
る
と
文
句
を
い
っ
て
い
る
の
だ
。
私
も
疑
い
は
し
な
い
、
聖
書
に
よ
れ
ば
、
移
住
し
、
重
荷
を
投

げ
出
し
、
都
市
か
ら
都
市
へ
の
逃
亡
の
支
度
を
し
た
人
々
〔
マ
タ
イ
一

0
・
二
三
〕
が
あ
る
こ
と
を
、
実
際
、
彼
ら
が
気
に
留
め
て
い
る
の
は
、

福
音
の
こ
の
記
録
だ
け
な
の
だ
。
私
は
知
っ
た
、
彼
ら
の
牧
者
た
ち
が
平
和
の
時
に
あ
っ
て
は
獅
子
で
、
戦
い
の
時
に
あ
っ
て
は
鹿
で
あ
る
こ
と

を
。
し
か
し
、
信
仰
告
白
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
所
で
説
く
こ
と
に
し
よ
う
。

6
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
彼
ら
が
出
す
異
論
に
、
「
と
こ
ろ
で
わ
れ

わ
れ
は
ど
こ
で
花
冠
を
着
け
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
か
し
と
い
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
、
本
事
案
の
解
決
の
支
え
と
な
る
典
拠

二

og--印

g
g
g
E
S
)
い
か
ん
と
い
う
こ
の
問
題
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
よ
う
。
無
知
の
不
安
か
ら
訊
ね
る
者
た
ち
も
教
え
を
受
け
ら
れ
、

罪
(
己
巳
W
E
B
)
を
弁
護
し
よ
う
と
争
う
者
た
ち
も
論
駁
さ
れ
る
よ
う
に
。
こ
の
後
者
の
者
た
ち
自
身
、
あ
る
い
は
た
い
て
い
の
場
合
花
冠
を
着

け
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
『
問
題
で
あ
る
』
と
う
こ
と
だ
げ
が
慰
め
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
疑
問
の
余
地
あ
る

も
の
は
、
罪
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
罪
か
ど
う
か
は
不
確
か
だ
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
罪

で
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
罪
か
ど
う
か
不
確
か
な
の
で
も
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
L

(お

)
U巾

8
5ロ
白
・
・
ロ
ー
弓
い
「
1
私
は
い
う
、
信
者
の
だ
れ
も
花
冠
を
頭
に
着
け
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
、
こ
の
種
の
試
み
〔
踏
み
絵
〕

(門

B
6
g
z
o
)
の
時
以
外
に
は
、
と
。
す
べ
て
の
信
者
は
こ
の
よ
う
に
遵
守
し
て
(
。
σ
8
2
R
S
い
た
、
洗
礼
志
願
者
の
時
か
ら
、
信
何
告
白
者

や
殉
教
者
、
あ
る
い
は
背
教
者
に
な
る
ま
で
。
あ
な
た
は
考
え
る
か
も
知
れ
な
い
、
こ
の
習
わ
し

(50凹
)
の
権
威
(
由
民
吉
江
口
広
)
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
か
、
と
。
こ
の
権
威
の
問
題
は
大
い
に
問
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
こ
と
が
何
ゆ
え
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
の
か
と
問

わ
れ
て
い
る
時
に
は
、
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
罪
で
は
な
い
と
も
、
罪
か
ど
う
か
不
確
か
だ
と
も
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
行
為
は
、
遵
守
項
目

(cgq〈
2
Z
)
を
、
そ
の
名
称
だ
け
か
ら
で
も
護
ら
る
(
三
口
色

2
5
)
べ
き
も
の
で
あ
り
、
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説論

同
意
(
円
。
ロ
お
ロ

E
凹
)
と
い
う
保
護
者
に
よ
っ
て
十
分
に
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
犯
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

2
・
自
明
の
こ
と
な
が

ら
、
ラ
テ
ィ
オ

l
を
問
う
こ
と
は
で
き
る
、
遵
守
項
目
に
反
し
な
い
で
、
そ
の
破
壊
の
た
め
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
建
設
の
た
め
に
。
あ
な
た
が

ラ
テ
ィ
オ

l
に
つ
い
て
さ
え
も
確
信
を
も
っ
て
、
そ
れ
だ
け
一
層
よ
く
遵
守
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
し
か
し
、
い
か
が
な
も
の
か
、
あ
る
人

が
遵
守
項
目
を
問
題
に
し
て
い
る
時
に
は
、
す
で
に
そ
れ
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
。
さ
ら
に
、
遵
守
項
目
は
ど
こ
か
ら
得
た
も

の
だ
っ
た
の
か
と
問
う
時
に
は
、
す
で
に
そ
の
遵
守
を
止
め
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
。
こ
の
時
、
問
題
を
呼
び
起
こ
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
見

せ
た
い
と
思
う
の
が
、
遵
守
項
目
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
も
自
分
は
罪
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
以
前
に
は
遵
守
項
目
を
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
0

1
な
ぜ
な
ら
、
今
日
花
冠
を
着
け
る
こ
と
で
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
か
つ
て
は
花
冠
を
拒
否
す
る
こ
と
で
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
究
が
対
象
と
し
た
い
と
思
う
読
者
は
、
問
題
を
出
す
資
格
の
な
い
人
々
で
は
な
く
、
問
題
を
出
す
の
が
教
え
を
求
め

て
で
は
な
く
、
相
談
の
た
め
で
あ
る
人
々
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
え
を
求
め
て
問
題
が
出
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
私
は
信
仰
(
同
区
町
田
)

を
称
え
る
、
す
な
わ
ち
、
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
、
教
え
を
受
け
る
前
に
信
じ
た
信
仰
を
称
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ι手
っ
取
り
早
い
の
は
、
た
だ
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
が
花
冠
を
着
け
な
い
よ
う
に
と
は
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
と
、
問
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
が
花
冠
を
着
け
る
べ
し
と
は
一
体
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
な
ら
、
反
対
の
側
に
聖
書
の
拠
り
所
(
印

Q
-
U
2
5
0

切
出
片

gnzzg)を
示
せ
と
要
求
す
る
者
た
ち
は
、
自
己
の
側
に
も
聖
書
の
拠
り
所
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
を
、
先
に
判
断
し
て
い
る

な

E
巾宮門出

nRm)
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
花
冠
を
着
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
、
聖
書
が
禁
止
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
と
主
張
す
れ
ば
、
同

じ
く
、
花
冠
を
着
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
聖
書
は
そ
う
し
ろ
と
命
じ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
と
反
駁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
教
え

sun-三
宮
と
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
ど
ち
ら
も
受
け
入
れ
る
べ
き
か
、
ど
ち
ら
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
。
そ
れ
と
も
、

ど
ち
ら
も
却
け
る
べ
き
か
、
ど
ち
ら
も
命
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
。
『
し
か
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
自
ず
か
ら
許
さ

れ
て
い
る
』
と
い
う
。
否
、
し
か
し
、
自
ず
か
ら
許
さ
れ
て
な
い
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

m
-
Lわ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
ま
で
も

こ
の
線
に
沿
っ
て
鋸
を
挽
け
ば
よ
い
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
、
古
く
か
ら
変
わ
ら
ぬ
遵
守
項
目
を
も
ち
、
そ
れ
が
先
ん
ず
る
こ
と
で
確
固
た
る
状
態

(印

g
吉
田
)
と
な
っ
た
と
い
う
の
に
。
こ
の
遵
守
項
目
を
聖
書
が
決
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
し
か
に
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
が
強
固
に
し

た

(nREσ
。
E
吋巾
)
1
こ
れ
は
疑
い
も
な
く
使
徒
伝
承
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
も
の
は
ど
う
や
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
先
に
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
ら
。
あ
な
た
は
い
う
、
『
使
徒
伝
承
を
引
き
合
い
に
出
す
場
合
で
も
書
か
れ
た
権
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威
(
即
日
吉
ユ

g
印
印
円
ユ
ヌ
白
)
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
だ
』
と
。

2
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
問
う
こ
と
に
し
よ
う
、
使
徒
伝
承
も
書
か
れ
て
い
な

り
れ
ば
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
受
付
入
れ
ら
る
べ
き
こ
と
を
否
認
す
る
、
他
の
遵
守
項
目

の
範
例
(
巾

5
5三
回
)
が
先
例
と
な
ら
(
℃

E
巴豆一

g叶
巾
)
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
聖
書
の
証
拠
な
し
に
、
使
徒
伝
承
だ
け
を
論
拠
と
し
、
つ
い

で
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
を
保
護
者
(
百
円

g
門
戸
三
ロ
ヨ
)
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
護
っ
て
い
る
遵
守
項
目
の
先
例
が
な
け
れ
ば
。
か
く
し
て
、
た
と
え

ば
、
洗
礼
か
ら
始
め
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
水
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る
時
に
、
そ
れ
と
同
時
に
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
よ
り
先
の
あ
る
時
に
教
会
で

司
教
の
手
の
下
で
、
わ
れ
わ
れ
が
悪
魔
と
そ
の
行
列
お
よ
び
そ
の
天
使
か
ら
手
を
切
る
と
証
言
す
る
。

3
そ
の
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
三
度
水
に
浸

か
り
、
そ
の
際
、
主
が
福
音
で
定
め
一
以
上
の
こ
と
を
答
え
る
(
誓
う
〕
〔
マ
タ
イ
二
八
・
一
九
〕
。
そ
れ
か
ら
、
洗
礼
を
受
け
た
わ
れ
わ
れ
は
、

ミ
ル
ク
と
蜂
密
の
混
ぜ
物
を
食
べ
〔
一
コ
リ
三
・
二
他
〕
、
そ
し
て
そ
の
日
か
ら
一
週
開
通
し
て
日
々
の
入
浴
を
控
え
る
。
聖
体
の
秘
蹟
は
、
〔
最

後
の
晩
餐
の
〕
食
事
の
時
に
、
主
が
皆
に
委
ね
た
も
の
だ
が
、
夜
明
け
前
の
集
会
で
も
、
監
督
者
(
℃

E
g
E巾
ロ
印
)
以
外
の
だ
れ
の
手
か
ら
も
、

わ
れ
わ
れ
は
受
け
取
ら
な
い
。
死
者
の
た
め
の
犠
牲
も
、
毎
年
誕
生
日
を
記
念
日
と
し
て
行
う
。

ι主
の
日
に
断
食
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
膝

ま
づ
い
て
祈
る
こ
と
は
、
不
正
な
こ
と
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
同
じ
特
免
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
過
ぎ
越
し
の
祭
り
百
由
民
げ
と
の
日
か
ら
ぺ
ン

テ
コ
ス
テ
ま
で
享
受
す
る
。
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
で
あ
っ
て
も
杯
の
中
味
や
パ
ン
が
少
し
で
も
地
面
に
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
、
わ
れ

わ
れ
は
心
配
す
る
。
ど
ん
な
一
歩
の
前
進
の
た
め
に
も
、
ど
ん
な
出
入
り
の
た
め
に
も
、
着
服
や
靴
を
履
く
た
め
に
も
、
洗
い
、
食
べ
、
火
を
点

け
、
床
に
就
き
、
椅
子
に
座
る
た
め
に
も
、
そ
の
他
ど
ん
な
関
わ
り

(gロ
〈
角
田
丘
一
C
)

が
わ
れ
わ
れ
を
動
か
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は

小
さ
い
印
〔
十
字
〕
を
額
に
描
く
。

W
-
L
こ
れ
ら
の
教
え
、
お
よ
び
こ
の
種
の
他
の
教
え
の
法
律

(
Z
M
)
、
聖
書
の
定
め
(
凹
円
吋
目
立
民
間
)
を
あ
な
た
が
求
め
て
も
、
い
か
な
る
法

律
も
得
ら
れ
な
い
。
あ
な
た
に
提
示
さ
れ
る
の
は
、
創
始
す
る
(
白
ロ

n
E凶
)
使
徒
伝
承
と
、
強
固
に
す
る

(g丘
町
B三
円
買
)
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1

ド
!
と
、
遵
守
す
る
(
。

σ
R
2
2コ
凶
)
信
仰
で
あ
ろ
う
。
使
徒
伝
承
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
!
ド
!
と
信
仰
と
の
保
護
者
と
な
る
べ
き
ラ
テ
ィ
オ
1
は、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
自
身
が
悟
り
、
あ
る
い
は
、
悟
っ
た
他
の
人
か
ら
学
ぶ
だ
ろ
う
、
そ
れ
ま
で
の
聞
は
、
あ
な
た
は
、
進
ん
で
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ラ
テ
ィ
オ
ー
が
な
い
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
」

蛇
足
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
の
解
釈
方
法
論
に
つ
い
て
一
言
述
べ
る
な
ら
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
法
が
、
「
聖
書
で
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
る
し
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
聖
書
の
規
定
が
な
い
こ
と
を
有
意
味
に
捉
え
る
の
に
対
し
て
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
l
ヌ
ス

は
、
そ
こ
に
い
わ
ば
1

法
律
の
欠
紋
L

を
認
め
る
。
こ
う
い
っ
た
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

1
ヌ
ス
の
解
釈
方
法
に
は
、
「
キ
リ
ス
ト
の
範
例
(
わ
耳
目
白
色

北法41(5-6・209)2255



説

良
一
巾
自
立
白
)
自
体
も
一
つ
の
歴
史
段
階
に
位
置
づ
け
」
(
小
菅
前
掲
論
文
本
誌
四

O
巻
五
・
六
号
一
六
六
六
頁
)
、
「
旧
約
で
の
神
の
行
為
範
例
や
キ

リ
ス
ト
の
そ
れ
を
も
一
個
の
歴
史
段
階
の
中
に
相
対
化
」
(
同
一
六
八
九
頁
)
す
る
歴
史
神
学
が
基
礎
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
組
込
ま
れ
た
L

寸法

廷
弁
論
術
の
方
法
(
諸
事
情
の
吟
味
に
よ
る
事
案
区
別
)
」
(
小
菅
同
所
)
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
法
律
の
規
定
す
る
事
案
を
区
別

し
、
限
定
的
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寸
法
律
の
欠
紋
」
は
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

(M)
前
注
参
照
。
。
巾
円

O
Bロ
白
弓
・

N

ム
「
2
私
は
、
こ
れ
に
も
う
一
つ
の
範
例
を
加
え
る
、
古
い
事
柄
か
ら
も
説
く
の
が
適
切
だ
と
い
う
の
で
あ

る
限
り
で
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
妻
た
ち
に
と
っ
て
、
頭
の
被
衣

(
4
巾]出

5
2
)
は
伝
来
の
も
の
な
o
z
m
B
E印
)
で
あ
っ
て
、
そ
れ

か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
委
だ
と
認
識
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
私
は
律
法

(
Z
H
)
を
問
う
。
使
徒
の
こ
と
は
(
一
コ
リ
一
了
五
〕
置
い
て
お
く
。
レ
ベ
ッ

カ
が
か
な
た
か
ら
婚
約
者
を
認
め
た
時
に
、
被
衣
を
始
め
た
〔
創
世
記
ニ
四
・
六
回
、
六
五
〕
が
、
私
的
な
差
恥
心
(
七
ユ
〈
巳
5
u
c己
O
吋
)
は
律

法
(
]
巾
同
)
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
女
の
事
案
に
関
し
て
い
え
ば

(
E
2
5
2
2
2
r
Bユ
門
)
、
被
衣
で
覆
わ
れ
て
い

る
の
は
乙
女
で
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
上
こ
の
場
合
で
も
、
婚
姻
に
来
訪
し
つ
つ
あ
る
乙
女
は
、
婚
約
者
を
認
め
る
前
は
覆
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る。

3
法
廷
に
現
わ
れ
た
ス
ザ
ン
ナ
〔
ス
ザ
三
二
〕
も
被
衣
を
着
け
る
こ
と
の
論
拠
を
提
供
す
る
が
、
私
は
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
こ
で
も
被

衣
は
任
意
で
あ
っ
た
と
。
彼
女
は
被
告
と
し
て
来
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
自
己
の
不
名
誉

(
E
E
B
E
)
か
ら
顔
を
赤
ら
め
て
お
り
、
そ
の
美
し
さ

を
隠
す
の
も
当
然
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
す
ぐ
に
気
に
入
ら
れ
る
と
と
を
怖
れ
る
が
ゆ
え
に
。
ち
な
み
に
、
夫
の
果
樹
園
を
散
歩
し
た
時
は
、
被

衣
を
着
け
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
〔
二
人
の
長
老
に
〕
気
に
入
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。
今
な
ら
彼
女
は
い
つ
も
被
衣
を
着
け
て
い

た
だ
ろ
う
。
彼
女
自
身
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
、
他
の
ど
の
婦
人
に
お
い
て
も
、
こ
の
装
い
(
町
国
立
吉
田
)
の
律
法
を
私
は
問
う
。

4
私
が
律
法

(-2h)
を
求
め
て
も
ど
こ
に
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
使
徒
伝
承
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
に
こ
の
習
わ
し
〔
道
徳
準
則
〕

(
ヨ
。
凹
)
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
習
わ
し
は
、
ラ
テ
ィ
オ

l
の
解
釈
に
よ
り
い
ず
れ
は
使
徒
の
権
威
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
の
範
例
か
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
書
か
れ
て
い
な
い
使
徒
伝
承
と
い
え
ど
も
、
遵
守
項
目
と
し
て

(
5
0
5
R
E

E
一巳
C
ロ
巾
)
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
使
徒
伝
承
は
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
よ
っ
て
強
固
な
も
の
と
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
1
は
、
遵
守
が
持
続
し
た

e
q
n
z
gロ
色
白
。

σ
R
2丘一
o
E印
)
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
や
証
明
さ
れ
た
使
徒
伝
承
の

適
切
な
証
人
な
の
で
あ
る
。
L

前
注
引
用
箇
所
お
よ
び
こ
こ
で
の
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
の
論
法
の
基
礎
に
は
、
】
巾
同
あ
る
い
は
印
円
ユ
匂

E
E
が
な
く
、
門
司
白
色
巴
。
と
円
。
ロ
'

mc巾
仲
間
号
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
て
い
る
教
え
、
紀
律
(
告
白
己
主
山
口
同
)
の
巾
凶

-gM℃
]
白
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
先
例
と
な
る
(
耳
目
宮
門
出
n
R
m
)
と
い
う

""" 日間
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考
え
方
が
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
法
律
実
証
主
義
に
対
す
る
反
駁
を
こ
れ
に
矛
盾
す
る
先
例
主
義
を
原
理
と
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、
反

駁
と
し
て
は
十
分
で
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
法
律
実
証
主
義
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
の
証
明
と
し
て
は
成
り
立
つ
で
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
、
ロ
ー
マ
の
法
文
化
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
に
、
弁
論
に
お
い
て
先
例
主
義
が
共
通
の
前
提
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
テ
ル
ト
ゥ
リ

ア
l
ヌ
ス
の
議
論
は
説
得
力
を
も
っ
。
ロ
ー
マ
法
学
と
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

1
ヌ
ス
の

m
H
2
6
E
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
小
菅
前
掲
論
文
一
六
九

O

頁
注

(
7
)
〔
特
に
末
尾
〕
、
一
七

O
九
頁
注
(
却
)
参
照
。
な
お
、
一
六
九
七
頁
注

(
H
)
引
用
の
、
関
口
口
}
内
巾
?
の
巾
由
民
自
由
司

2
Z
ロ
ロ
仏
の
巾

Jgvロ
Z
-
F

「
巾
円
宮
古
母
円

5
5
2
n
y
g
H
N巾
吉

E
W
の
巾
凶
mH目
立
国
論
に
つ
い
て
は
芹
沢
悟
「
共
和
政
期
ロ

l
マ
の
政
治
と
法
学
」
山
本
茂
他
編
『
西
洋
の

歴
史
〔
古
代
・
中
世
編
〕
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
一
九
八
八
年
二
六
七
|
九
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
引
用
で
も
認
め
ら
れ
る
、
事
案
(
諸

事
情

)
(
2
5国
)
区
別
作
業
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
小
菅
前
掲
論
文
、
と
り
わ
け
、
一
六
八

O
頁
、
一
七
一
一
頁
注
(
初
)
参
照
。

(
お
)
匂
巾
口

o
gロ
P

]〈
噌
印
・
ち
な
み
に
、
こ
の
文
章
の
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る
主
た
る
原
因
は
、
ラ
テ
ィ
オ
!
と
い
う
語
の
多
義
性
で
あ
る
。
ま

ず
、
ロ
宮
門
出
町
内
巾
江
沢
口
宮
口
吋
白
山
口
日
巴
。
ロ
巾

n
oロ包
m
g
F
の
ラ
テ
ィ
オ

l
は
、
す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
文
書
(
∞
Q
G
E門
出
)
以
外
の
も
の
を

論
拠
と
す
る
推
論
(
白
話
C
S
O
D
g
巴
O
)

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
の
心
己
同
ロ
己
0
2
z
m巾
5

2立。

8
5
5
3己
巳
の
ラ
テ
ィ
オ

l
は
、
単
純
に

「
理
由
」
、
こ
こ
で
は
「
立
法
理
由
(
吋
え

s
u
m
-印
)
L

と
取
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
法
律
の
制
定
ま
た
は
遵
守
を
勧
め
る
時
は
、
そ
の
寸
理
由
」

を
も
ち
出
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
意
味
で
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

1
ヌ
ス
が
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、

H
.
2

(
注
お
参
照
)
の
寸
ラ
テ
ィ
オ

l
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
場
合
で
、
こ
れ
は
寸
遵
守
項
目
(
。
σ
8
3由
民
。
)
の
理
由
L

と
い
う
意
味
か
と

思
わ
れ
る
。
の
山
口
母
5
2
w
。。
.
Q
f
u
-
お
の
「
あ
る
準
則
の
出
現
を
説
明
す
る
偶
然
的
理
由
(
]
同
日
目
的
O

D

B

ロ巳ロ

m
g
g
ρ
巳
巾
同
日

)-E5

で
白
。
宮
『

E
。
コ
門
苫
ロ
巾
み
ぬ
]
巾
)
」
も
こ
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
よ
り
一
般
的
に
、

z
m
n
一i
r山
の
根
拠
と
い
う
意
味
の
門
戸
丘
町
日
片
山
。

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
。
自
己
巾
5
2・。℃
-
n
-
F
L
Y
怠
参
照
。
次
の
包

E
Z
C口町]巾

M
gロ
己
主
も
同
じ
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
ま
で
は
、
法
学
あ
る
い
は
修
辞
学
を
学
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
な
く
受
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、

F
H
R
X
O
B
Z
E
g
o
c
c己
E
Z
Oロ巾
n
oロ
鬼
門
門
巾
号
の
ラ
テ
ィ
オ
l
は
、
寸
理
由
L

の
根
本
、
推
論
の
出
発
点
と
し
て
の
「
原
理
L

、

よ
り
具
体
的
に
は
、
寸
キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
」
と
解
釈
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
用
法
は
、

W
、
4
(注
目
参
照
)
の
「
ラ
テ
ィ
オ

l
の
解
釈

に
よ
り
(
巾
同
町
互
角
買
巾
仲
間
Z
Cロ
巾
日
罫
)
口
町
)
L

に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
寸
法
律
は
ラ
テ
ィ
オ

l
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ

テ
ィ
オ

l
に
基
礎
を
置
く
も
の
は
す
べ
て
そ
れ
だ
け
で
、
誰
が
作
ろ
う
と
も
、
法
律
と
な
る
L

と
い
う
一
見
そ
れ
ほ
ど
の
飛
躍
が
な
い
よ
う
に
見

え
て
、
実
は
大
き
な
飛
躍
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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説
号.A
H岡

。由巳己巾一
B
2・
0
℃
-nxw
匂・印日

R
m
-
は
、
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
析
に
お
い
て
、
ラ
テ
イ

ォ
ー
こ
そ
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

i
ド
!
の
唯
一
必
要
不
可
欠
の
基
礎
(
田
市
三
甘
口
骨
ヨ
巾
三
ロ
m
n
g
g町
巾
)
で
あ
る
、
あ
る
い
は
直
接
に
、
あ
る
い
は

法
律
を
媒
介

(
F
E
R
g
m己
宮
町
巾
)
と
し
て
」
と
。
こ
こ
か
ら
、
「
匂
巾

2
5口
出
に
お
い
て
は
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

l
ヌ
ス
は
、
こ
の
要
求
〔
不
合
理

な
慣
行
に
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
の
名
を
拒
絶
す
る
〕
に
あ
る
い
は
遠
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
巴
巾
己
認
5
5
4色
白
ロ
門
出
印
は
、

ラ
テ
ィ
オ

l
に
反
す
る
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド

l
の
存
在
を
認
め
て
い
る
、
そ
れ
を
後
者
の
名
で
断
罪
し
な
が
ら
」
(
。

u
n
F
W
H
Y
E
)
と
も
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
1
の
唯
一
不
可
欠
の
基
礎
が
ラ
テ
ィ
オ

l
(
こ
の
場
合
は
一
般
的
に
理
性
あ
る
い
は
道
理
の
意
味
と
思

わ
れ
る
)
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ラ
テ
ィ
オ

l
に
反
す
る
慣
行
は
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド

l
と
さ
え
呼
べ
な
い
と
い
う
の
は
、
後
の
時
代
の
観
念

の
も
ち
込
み
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
が
ラ
テ
ィ
オ

l
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
は
、
テ
ル
ト
ゥ
リ

ア
!
ヌ
ス
に
は
な
い
と
思
わ
れ
る
o
U巾
〈
町
住

σ
5
〈
巳
白
ロ
門
出
印
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
菅
前
掲
論
文
一
六
六
七
頁
以
下
参
照
)
で
も
、
コ
ン
ス
エ

ト
ゥ

1
ド
ー
が
ラ
テ
ィ
オ

l
と
対
比
さ
れ
た
筒
所
は
一
つ
も
な
く
、
真
理
(
〈
巾
ユ

gm)
と
対
比
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
(
の
ω己門ぽ
5
2・。七
-np

七
-
E
2
凹
・
の
引
用
も
ま
た
し
か
り
)
。
ゴ
ド
ゥ
メ
が
論
拠
と
す
る
「
使
徒
伝
承
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
信
何
の
保
護
者
と
な
る
べ
き
ラ
テ
イ

オ

l
(
E
E
Oロ
O
B
可
白
色

E
O巴

2

2
ロ印ロ巾
E
E
E
2
出
己
巴
℃
2
5巳ロ白
E
E
B
)
」

(
W
.
-
注
お
、
の
田
口
門
ぽ
B
2
w
o
u
-
n
F
L
)・
田
口
・

ω-w
同)・

2
ロ-
H
)

も
、
寸
そ
れ
ま
で
の
間
(
自
分
で
ラ
テ
ィ
ォ
ー
を
悟
る
か
、
教
え
て
も
ら
う
ま
で
)
進
ん
で
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ラ
テ
ィ
ォ
ー
が

な
い
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
続
く
以
上
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ラ
テ
ィ
オ
ー
が
明
白
で
な
く
と
も
、
そ
れ
が
あ
る
と
信

じ
て
従
う
べ
き
だ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

H
・
3
「
こ
の
論
究
が
対
象
と
し
た
い
と
思
う
読
者
は
、
:
:
:
問
題
を
出
す
の
が
教
え

を
求
め
て
で
は
な
く
、
相
談
の
た
め
で
あ
る
人
々
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
:
:
:
私
は
信
仰
を
称
え
る
、
す
な
わ
ち
、
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
、
教
え

を
受
け
る
前
に
信
じ
た
信
仰
を
称
え
る
か
ら
で
あ
る
」
(
注
幻
)
か
ら
も
、
そ
う
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
ラ
テ
ィ
オ

l
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
ロ
巾

2
8ロ
白
・
弓

-m'tが
重
要
と
思
わ
る
。
「
6
さ
ら
に
、
正

の
判
定
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
試
さ
る
べ
き
事
柄
の
ど
ん
な
評
価
に
つ
い
て
も
、
使
徒
は
ま
た
述
べ
て
い
る
、
『
あ
な
た
方
が
知
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
神
が
あ
な
た
方
に
示
し
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
へ
と
。
使
徒
自
身
も
助
言
を
与
え
て
助
力
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
た
、
主
の
命
令

(℃
E
R巾匂
E
B
)
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
。
そ
し
て
自
ら
な
に
が
し
か
定
め
た
(
包
山
内
角
巾
)
も
の
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
、
自
身
も
神
の

霊
を
受
け
て
す
べ
て
の
真
理
の
案
内
人
(
号
門
E
2
2
0
5口
町
〈
巾
号
丘
町
)
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
使
徒
の
助
言
と
定
め
は
、
そ
れ
だ
け
で

神
の
命
令
と
同
類
の
重
要
性
を
も
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
神
の
ラ
テ
ィ
ォ
ー
を
保
護
者
と
し
た
か
ら
で
あ
る
(
仏
巾

E
Z
o
E凹門出
4
吉
田
巾
℃
え
g
丘
三
O)
。
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ー
あ
な
た
は
、
い
ま
や
、
こ
の
神
の
ラ
テ
ィ
オ

1
を
、
使
徒
伝
承
へ
の
尊
敬
を
怠
る
こ
と
な
く
、
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
伝
承
者
に
よ
っ

て
評
価
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
ま
た
、
創
始
者
で
は
な
く
、
権
威
に
、
そ
れ
も
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
自
体
の
権
威
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
が
尊
重
さ
る
べ
き
は
、
そ
れ
が
ラ
テ
ィ
オ

l
の
解
釈
者
(
門
主
Z
E回一口
g
弓
話
回
)
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
、
し
た
が
っ
て
、

こ
の
解
釈
者
も
神
が
与
え
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
あ
な
た
が
学
ぶ
べ
き
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
が
遵
守
さ
る
べ
き
か

ど
う
か
で
は
な
く
、
何
ゆ
え
遵
守
さ
る
べ
き
か
で
あ
る
。
」
こ
の
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
1
は
ラ
テ
ィ
オ
!
の
解
釈
者
L

と
い
う
表
現
か
ら
直
ち
に

想
起
さ
れ
る
の
は
、
「
コ
ン
ス
ェ
ト
ヴ
ド

l
は
、
法
律
の
最
良
の
解
釈
者

(
O
七己
B
釦

}
m
m
Z
5
5
8弓
月
間
)
」
(
パ
ウ
ル
ス
ロ
・
「

ω
・
ω吋
)
で
あ
る
。

両
者
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
「
ラ
テ
ィ
オ

l
の
解
釈
者
」
か
ら
は
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
は
ラ
テ
イ

ォ
ー
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
尊
重
せ
よ
、
そ
の
上
で
そ
れ
が
何
か
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
を
手
掛
か
り
に
探
れ
、
と
い
う
こ
と
が
出
て
来
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
刊
日
・

ι
「
私
が
律
法
を
求
め
て
も
ど
こ
に
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
使
徒
伝
承
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l

ド
!
に
こ
の
習
わ
し
〔
道
徳
準
則
〕
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
習
わ
し
は
、
ラ
テ
ィ
オ

l
の
解
釈
に
よ
り
い
ず
れ
は
使
徒
の
権

威
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
L

(

注
M
)
も
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
!
の
尊
重
か
ら
ま
ず
始
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ラ
テ
ィ
オ

1
が
明
ら
か
に
な
る
と
い

う
意
味
に
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
観
は
、
ア
ウ
グ

l
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
の
そ
れ
と
通
ず
る
も
の
が
あ

り
(
本
誌
三
九
巻
一
九
一
九
頁
参
照
て
さ
ら
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
寸
通
念
(
巾
ロ
己
。
何
回
)
」
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
た
と
え
ば
、

コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
1
を
「
教
養
あ
る
人
々
の
同
意

(gロ
お

5
5
2
E
X
o
Eヨ)
L

あ
る
い
は
寸
良
き
人
士
の
同
意

(
2
5
2
2∞
σ。ロ
CEB)」

と
定
義
す
る
ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
!
ヌ
ス
(
の
き
己
巾
5
2・
0
℃
門
戸
・
℃
・

ω叶
)
は
、
後
者
と
教
父
た
ち
を
媒
介
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
巴
-
H

・
ω
・
巴
買
「
書
か
れ
た
法
律
を
わ
れ
わ
れ
が
用
い
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
、
習
わ
し
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た

も
の
が
尊
重
さ
る
べ
し
。
こ
の
事
件
で
こ
の
も
の
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
最
も
近
く
首
尾
一
貫
す
る
も
の
が
尊
重
さ
る
べ
し
。
さ
ら
に
、

こ
れ
も
明
ら
か
な
ら
ざ
る
時
は
、
首
都
ロ

1
マ
が
用
い
る
法
が
守
ら
る
べ
し
。
」

テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

1
ヌ
ス
と
ユ

l
リ
ア

l
ヌ
ス
文
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
小
菅
前
掲
論
文
一
六
八
三
頁
注

(
2
)
お
よ
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
た

論
文
参
照
。

(
幻
)
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

i
ヌ
ス
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
測
倫
彦
「
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

1
ヌ
ス
教
令
集
に
お
け
る
法
源
論
の
構
造

ω」
法
協
八
九
巻
一

O
号
(
一
九
七
二
年
)
一
四

O
O頁
以
下
参
照
。
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
関

E
g
q・
0
匂
・
門
戸
(
2
・
5)w
匂
・
印
占
参
照
。
な
お
、
グ
ラ

l
テ
イ

ア
i
ヌ
ス
が
寸
教
令
集
」
編
纂
に
あ
た
っ
て
素
材
と
し
た
も
の
は
、
教
父
た
ち
の
文
章
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
技
粋
で
あ
り
、
し
た
が
っ

北法41(5-6・213)2259



説

て
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
無
視
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
(
小
官
前
掲
論
文
一
七
一
四
頁
の
寸
フ
ィ
ル
タ
ア
L

参
照
)
。
し
か
し
、
修
辞
学
の
素
養

さ
え
あ
れ
ば
、
問
題
文
は
的
確
に
読
め
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
は
り
あ
え
て
読
み
換
え
た
と
見
る
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(
お
)
こ
れ
ら
は
、
ロ
・
印
に
集
録
さ
れ
た
六

O
一
年
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
司
教
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
へ
の
教
勅
に
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
乳
飲
み
子
を
乳
母
に
預
け
る
の
を
「
ま
が
っ
た
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
I
S
E〈印

8
5ロ
巾
吉
己
。
)
L

と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
月
経
を
「
月
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
(
Bロ印ロ
o
g仏。
5
2印可
E)」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
前
者
は
、
「
悪
し
き
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
(
B色
白

8
5
5
E号
)
」
(
ロ
・
∞
円
い
)
の
問
題
に
関
連
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
言
及
す
る

だ
け
に
留
め
る
。
問
題
は
後
者
で
あ
る
。
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ
!
ド

l
の
用
語
法
と
し
て
興
味
深
い
(
注
1
の
バ
ル
ト
ル
ス
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
習
性
、

そ
れ
も
動
物
の
そ
れ
と
同
じ
と
解
さ
れ
よ
う
)
だ
け
で
な
く
、
法
源
論
と
し
て
も
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
は
、
法
律
(
}
ぬ
と
と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(
E
2・出口
Z

0・品

n-S
。

「
法
律
が
制
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
発
布
さ
れ
る
時
で
あ
り
、
確
固
た
る
も
の
に
さ
れ
る
(
片
山
司
自
由
ユ
)
の
は
、
用
い
る
人
々
の
習
わ
し
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
る
(
同
℃
匂

gσ
向
日
)
時
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
用
い
る
人
々
の
反
対
向
き
の
習
わ
し
に
よ
っ
て
、
今
日
廃
棄
さ
れ
た
法
律
も
あ
る
よ
う

に
、
用
い
る
人
々
の
習
わ
し
に
よ
っ
て
法
律
そ
れ
自
体
も
強
固
に
さ
れ
る

R
S
F
E
R
-
)
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
か
の
教
皇
テ
レ
ス
ポ
ー

ル
ス
の
も
の
(
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
定
め
た
、
聖
職
者
一
般
は
五
旬
節
か
ら
肉
と
享
楽
を
控
え
る
こ
と
、
と
)
は
、
用
い
る
人
々
の
習
わ
し
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
別
様
に
振
舞
っ
た
者
た
ち
を
、
違
反
の
罪
人
と
し
て
非
難
し
な
い
。
L

こ
の
最
後
の
言
明
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
の
も
の
と
さ
れ
る
(
争
い
あ
り
、
。
・
品
ロ
・
ピ
参
照
)
巴
・
仏
門

ω
に
基
づ
く
。
こ
こ
で
は
、
日
曜

日
に
俗
人
た
ち
が
宴
を
催
し
、
常
に
も
ま
し
て
肉
食
す
る
の
に
、
聖
職
者
を
か
か
る
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
か
ら
引
き
離
せ
な
い
、
「
か
か
る
コ
ン

ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
か
ら
断
た
れ
る
な
ら
、
も
っ
と
悪
い
こ
と
が
生
じ
か
ね
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
日
曜
日
の
肉
食
、
享
楽
は
罰
せ
ら
れ
な
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ス
ポ

l
ル
ス
の
教
皇
令
H
法
律
が
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
ー
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
場
合
が
、

「
月
の
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
し
と
い
う
表
現
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
旧
約
の
律
法
H
法
律
は
、
コ
ン

ス
ェ
ト
ゥ

1
ド
ー
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
ロ
品
門
田

ω
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世

の
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
以
前
の
デ
ィ
ゲ
ス
タ
編
纂
時
に
は
、
円
日
巾

2
2
E
C
(不
使
用
の
慣
習
)
に
よ
る
法
律
の
廃
棄
(
ロ
-

H
ω
ω
N
-
H
)

と
い
う
考
え
方
が
確
固
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
百
歩
譲
っ
て
も
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
教
令
集
を
一
体
と
し
て
の
テ
ク
ス

ト
と
し
て
扱
え
ば
、
そ
の
並
び
方
か
ら
い
っ
て
、
以
上
の
よ
う
に
読
む
の
が
、
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

自命

北法41(5-6・214)2260



グラーティアーヌス教令集のconsuetudoin scriptis redacta 

(却

)
B
C
E
-
-印
zg--巾
関
町
三
宮
に
つ
い
て
は
、
一
九
九

O
年
秋
の
法
制
史
学
会
研
究
大
会
(
一

O
月
一
六
日
、
九
州
大
学
)
に
お
い
て
、
本
稿
の
要

旨
を
報
告
し
た
筆
者
に
対
し
、
司
会
の
労
を
取
っ
て
下
さ
っ
た
淵
倫
彦
氏
よ
り
御
教
示
を
受
け
た
が
、
十
分
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
し

ま
っ
た
o
E丹
色
ぽ
唱
え
5
に
は
、
理
解
す
る
(
一
三
巾

-
z
m
R巾
)
主
体
の
理
解
し
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
主
体
の
理
解
力
、
知
性
、
お

よ
び
そ
の
理
解
に
よ
っ
て
主
体
が
も
っ
観
念
、
概
念
の
意
味
が
あ
る
(
た
と
え
ば
、
。

g司
mgw
〉
5
E
Fュ
・
ロ
目
戸
田
君
σ・
等
)
。
こ
こ
で
は
、
最

後
の
意
味
に
解
し
た
。
た
と
え
ば
、
出
産
後
の
女
を
例
に
取
れ
ば
、
不
変
の
道
徳
は
、
神
を
畏
敬
す
べ
し
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
観

念
し
た
も
の
と
し
て
、
「
聖
所
に
入
る
な
か
れ
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
照
、
ロ
・
印
円
品
一
口
出
口
・
寸
と
こ
ろ
で
、
大
い
な
る
畏
敬
か
ら
(
巾
凶

〈巾ロ巾吋由巳
O
ロ
巾
ヨ
問
問
一
口
白
)
聖
餐
の
秘
儀
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
も
っ
て
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
者
は
称
讃
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
受
け
た
と
し
て
も
、
裁
か
る
べ
き
で
は
な
い
。
良
き
知
性

(σ
。ロ白

g
g印
)
に
は
、
過
ち

(2-E)
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
そ
の

過
ち
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
ち
に
由
来
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
過
ち
な
し
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
空
腹
の
時
に
も
過
ち
な
し
で
貧
り
食
う
が
、
空
腹
に
な
る
と
い
う
性
質
が
わ
れ
わ
れ
に
備
わ
っ
た
の
は
、
第
一
の
人
の
過
ち

か
ら
で
あ
る
。
L

(
却
)
同
旨
、
の
白
ぬ
一
口
m吋u

。匂
-
Q
け
(
ロ
・
同
日
)
w
u
-
N
E

(
担
)
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
「
洗
礼
論
」
三
巻
五
・
七
章
、
坂
口
昂
吉
・
金
子
晴
勇
訳
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
8
ド
ナ
テ
イ
ス
ト
駁
論
集
』

(
教
文
館
、
一
九
八
四
年
)
一
一
三
五
頁
参
照
。

(
明
記
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
稿
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
の
〉
C
U同
ζ
開、
H
J
C
H
)
-
n
芹
(
ロ
C
寸

N
O
)
w

匂
日
出
兵
∞
参
照
。

(
お
)
ロ
目
由
冒
頭
で
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
は
、
「
他
方
、
制
定
法
が
自
然
法
に
譲
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
威
に
よ
っ
て
証
し
さ
れ
る
し
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
わ
け
で
は
な
い
。
円
-
H

は
、
皇
帝
の
法
律
(
}
品
目
的
一

B
E
E
E
Eヨ
)
が
神
の
真
理
(
〈

R
R
2
0巳
)
の
た
め
に

定
め
ら
れ
た
の
に
、
そ
れ
に
従
お
う
と
し
な
い
者
は
、
罰
を
受
け
、
神
の
意
思
(
〈
。

Z
E
S
ロ
包
)
に
反
し
た
も
の
に
従
お
う
と
し
な
い
者
は
賞

を
受
け
る
と
い
う
も
の
(
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

1
ヌ
ス
)
o
n
N

は
、
皇
帝
は
自
己
の
法
律
に
拘
束
さ
る
べ
し
と
す
る
も
の
(
イ
ス
ィ
ド

1
ル
ス
)
o
n
・ω
は、

私
(
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
!
ヌ
ス
)
の
著
書
に
対
し
て
は
、
正
典

(
m
Q
f
E
E
EロO
口
一
日
)
に
対
す
る
が
ご
と
く
に
、
隷
従
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
(
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
)
o
n
・
品
は
、
私
の
作
品
に
は
、
非
難
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
も
の
(
同
)
o
n
・日は、

正
典
著
作
者
(
凹
Q
苛

Z
E印
門
白
口
。
ロ
在
)
が
書
く
に
あ
た
っ
て
誤
っ
た
と
考
え
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
(
同
)
。
円
・
品
は
、
旧
約
聖

書
の
信
頼
性
は
へ
ブ
ラ
イ
語
本
に
よ
っ
て
吟
味
さ
る
べ
き
こ
と
、
新
約
は
ギ
リ
シ
ャ
語
に
規
準
を
求
め
る
。
円
・
吋
聖
書
(
印
円
三
日
比

R
S
E
R
g
s
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説

に
短
造
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
な
ら
、
そ
の
権
威
は
い
か
ほ
ど
か
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
も
の
(
同
)
o
n
-
∞
は
、
聖
書
正
典
(
回
出

R
S

日
門
叶
目
立
三
国
門
出
口
。
ロ
呂
田
)
が
そ
の
後
の
司
教
た
ち
の
す
べ
て
の
文
書
に
優
先
さ
る
べ
き
と
い
う
も
の
(
同
)
。
門
田
由
は
、
神
の
証
言
左
右
吉
田
片
冊
目
・

三
自
。
三
回
)
に
反
し
て
司
教
た
ち
の
文
書
か
ら
ご
ま
か
し

(g-cgZ出
)
を
集
め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
(
同
)
o
n
・5
は
、
い
か

に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
称
讃
さ
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
人
の
議
論
を
正
典
(
印
日
目
立

R
2
2ロO
口一

g巾
)
と
同
様
の
も
の
と
し
て
受
け
取
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
(
同
)
o
n
-
戸
は
、
健
全
な
ラ
テ
ィ
オ

1
は
、
範
例
人
巾
凶
巾
百
円
)
]
釦
)
に
先
行
さ
る
べ
き
と
い
う
も
の
(
同
)
。
以
上
を

受
げ
て
、
グ
ラ

l
テ
ィ
ア

l
ヌ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
(
巴
2
・匂

ca
ロ
-
U

門

戸
)

0

「
し
た
が
っ
て
、
自
然
法
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
神
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
欲
っ
し
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
正
典
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
神
法
(
}
巾

m
g
門
出
三
口
同
町
)
に
見
出
さ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
し
か
も
、

神
法
は
自
然
に
基
礎
を
置
く
の
で
あ
る
か
ら
〔
U
H
n
-
H
〕
、
明
ら
か
に
、
神
の
意
思
あ
る
い
は
正
典
に
反
す
る
と
証
し
さ
れ
る
こ
と
は
、
何
で
あ

れ
、
自
然
法
に
も
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
意
思
、
あ
る
い
は
正
典
、
あ
る
い
は
神
法
に
後
置
き
る
べ
き
と
評
価
さ
れ
る
も

の
何
に
対
し
て
も
、
自
然
法
が
優
先
さ
れ
る
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
定
法
は
、
教
会
の
も
の
で
あ
れ
、
世
俗
の
も
の
で
あ
れ
、
自
然
法
に

反
す
る
と
証
し
さ
れ
る
な
ら
ば
、
完
全
に
閉
め
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
こ
の
よ
う
に
見
て
来
れ
ば
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
の
場
合
と
比
較
し

て
、
制
定
法
に
優
先
す
べ
き
自
然
法
の
論
証
は
、
弱
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
司
教
の
文
書
に
対
す
る
正
典
の
優
位
は
、
自
然
法
を
も
ち

出
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
に
論
証
と
し
て
は
こ
じ
つ
け
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
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U
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H

で
は
、
イ
ス
ィ
ド

l
ル
ス
に
従
っ
て
、
制
定
法
(
円
・
ω)
、
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
(円
・
品
い
)
の
順
で
あ
り
、
ロ
・
品
か
ら
む
・

5
ま
で
の
、
自
然
法

と
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
!
と
制
定
法
と
の
関
係
に
関
連
す
る
部
分
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
コ
ン
ス
ェ
ト
ゥ

l
ド
l
が
先
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
教

会
の
制
定
法
に
転
ず
る
ロ
・

5
で
は
、
円
。
ロ
印
門
広
三
日
C

J
邑
円
。
ロ
田
口
巾
吉
己
。
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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